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I

はじめに
このユーザーズマニュアルは形 K3HB の使い方について解説しています。

ご使用になるときは、このマニュアルをよくお読みいただいて、
正しくお使いください。

またこのマニュアルはいつでも参照できるように大切に保管ください。

以下に示す条件や環境で使用する場合は、定格・性能に対して余裕をもった使い
方やフェールセーフなどの安全対策にご配慮いただくとともに、当社営業担当者
までご相談ください。

(1) このマニュアルに記載のない条件や環境での使用。

(2) 原子力制御・鉄道・車両・航空・燃焼装置・医療機器・娯楽機械・安全機器などへ
の使用。

(3) 人命や財産に大きな影響が予測され、特に安全性が要求される用途での使用。

ご使用に際してのお願い

本書の内容について

(1)本書の内容の一部または全部を無断で転載、複製することは禁止されています。

(2)本書の内容に関しては、改良のために予告なしに、仕様などを変更することがありますのでご了
承ください。

(3)本書の内容に関してはは万全を期していますが、万一ご不審な点や誤りなどにお気づきのことが

ございましたら、お手数ですが巻末記載の当社支店または営業所へご連絡ください。

その際、表紙記載のカタログ番号もお知らせください。

manual.book  I ページ  ２００３年７月７日　月曜日　午前１１時５３分



II

● 安全に使用していただくための表示と意味について
このマニュアルでは、形 K3HB を安全に使用していただくために、注意事項を次のような表示と記号で示しています。

このマニュアルでは形 K3HB を安全に使用していただくために注意事項を次のよう
な表示と記号で示しています。

ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守っ
てください。

表示と記号は次のとおりです。

● 図記号の説明

安全上のご注意

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示します。

注意 誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり物的障害の発生
が想定される場合を示します。

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。具体的な内
容は△の中と文章で示します。左図の場合は「感電注意」を表
します。

記号は、禁止を意味しています。具体的な内容は の中と文
章で示します。左図の場合は「分解禁止」を表します。

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。具体的な内
容は△の中と文章で示します。左図の場合は「一般的な注意」
を表します。

●記号は、強制 (必ず守っていただく行為 )を意味しています。
具体的な内容はの●中と文章で示します。左図の場合は「特定
しない一般的な使用者の行為」を意味します。
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III

● 警告表示

注意

通電中は端子に触れないでください。
感電の恐れがあります。

電源を入れた状態で分解したり内部に触れないでください。
感電の恐れがあります。

本機の各種設定値は、制御対象に合わせて正しく設定してくださ
い。設定内容と制御対象の内容が異なる場合には、意図しない動
作により装置の破損や事故の原因になります。

本機の故障時にも安全なように、別系統で監視機器を取り付ける
などの安全対策を行ってください。
故障により比較出力が出なくなると重大な事故につながる恐れが
あります。

製品の中に金属片や導線に切りくずを入れないでください。
感電・火災や故障の原因になります。

引火性、爆発性ガスのあるところでは使用しないでください。
爆発の恐れがあります。

測定分類Ⅱ、ⅢおよびⅣの測定に機器を使用しないでください。
装置の破壊や事故の原因になります。(IEC61010-1 による )
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IV

● 以下に示す項目は、安全を確保するために必ず守ってください
(1) 配線の際は端子名称および極性を確認して正しく配線してください。

誤配線すると内部の部品の破損・焼損になります。

(2) 電源電圧は仕様の範囲内でご使用ください。
負荷は定格以下でご使用ください。

(3) 端子台のネジは確実に締め付けてください。
推奨締め付けトルク :0.43 ～ 0.58 N・m
ネジが緩むと故障・誤動作の原因になります。

(4) 使用しない端子には何も接続しないでください。

(5) 電源投入時には 2 秒以内に定格電圧に達するようにしてください。

(6) モード移行時や初期設定有効時などは出力が OFF になりますので、これを考慮した
制御をしてください。

(7) 作業者がすぐ電源を OFF できるようスイッチまたはサーキットブレーカを設置し、
適切に表示してください。。

● 正しくお使いいただくために
(1) 下記の環境では使用しないでください。

･加熱機器からの輻射熱を直接受けるところ

･水がかかるところ、被油のあるところ

･直射日光が当たるところ

･塵埃、腐食性ガス（とくに硫化ガス、アンモニアガスなど）のあるところ

･温度変化の激しいところ

･氷結、結露の恐れのあるところ

･振動、衝撃の影響が大きいところ

(2) 放熱を妨げないよう、本機の周辺をふさがないでください。（放熱スペースを確保
してください）

(3) 電源投入時には、2 秒以内に定格電圧に達するようにしてください。

(4) 電源投入から 15 分以上エージングしてください。

(5) 静電気の影響を防ぐため、通電中にスリット部および端子に触れないでください。

(6) 変形、変質をきたす荷重を加えないでください。

● 取り付けおよび配線について
(1) 板厚 1 ～ 8ｍｍ のパネルに取り付けてください。

(2) 水平に取り付けてください

(3) ネジサイズに適合する圧着端子をご利用ください。(M3)

お願い

正しい使い方

manual.book  IV ページ  ２００３年７月７日　月曜日　午前１１時５３分



V

● ノイズ対策について
強い高周波を発生する機器（高周波ウエルダ、高周波ミシンなど）やサージを発
生する機器から、できるだけ離して設置してください。

(4) ノイズを発生している周辺の機器（特に、モータ、トランス、ソレノイド、マグ
ネットコイルなどのインダクタンス成分を持つもの）には、サージアブソーバやノ
イズフィルタを取り付けてください。

(5) 誘導ノイズを防止するために、本体の端子台の配線は、高電圧･大電流の動力線と
は分離して配線してください。また、動力線との平行配線や同一配線を避けてくだ
さい。配管やダクトを別にする、シールド線を使用するなどの方法も効果がありま
す。

＜入力ラインの誘導ノイズ対策例＞

(6) 電源にノイズフィルタを使用する場合は、電圧と電流を確認した上で形 K3HB-S に
できるだけ近い位置に取り付けてください。

(7) ラジオ、テレビジョン、無線機に近接して使用すると、受信障害の原因になります。

+

-

電
源
入
力�

電
源
入
力�

信
号
入
力�

デジタル�
パネルメータ�

ラインフィルタ�

サージアブソーバ�

デジタル�
パネルメータ�

+

-

信号入力�

２芯シールド�

デジタル�
パネルメータ�
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VI

● 長くお使いいただくために
(1) 定格を超える温湿度の場所、また結露の置きやすい場所での使用は避けてくださ

い。
盤内に設置している場合は盤の周囲温度ではなく、デジタルパネルメーターの周囲
で仕様の温度範囲を超えないようにしてください。
部品の寿命は周囲温度に依存しており周囲温度が高くなると短くなり、低くなると
長くなります。このためデジタルパネルメータ内部の温度を下げることにより寿命
を長くすることができます。

(2) 周囲温度および湿度は仕様範囲内で使用および保存してください。
複数のデジタルパネルメータを密着取り付けを行なったり、上下にならべて取り付
けを行なうとデジタルパネルメータの発熱によりデジタルパネルメータ内部の温
度が上昇し寿命が短くなってしまいます。このような場合にはデジタルパネルメー
タへファンにより風を送るなどの強制冷却をしてください。

(3) 出力リレーの寿命は開閉容量・開閉条件により大きく異なるので、必ず実使用条件
を考慮し、定格負荷・電気的寿命回数内でご使用ください。
寿命を超えた状態で使用すると接点溶着や焼損の恐れがあります。

(4) 清掃時にシンナー類を使用しないでください。市販のアルコールをご使用くださ
い。
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VII

● マニュアル改訂履歴
マニュアル改定記号は、裏表紙の左下に記載されているカタログ .No. の末尾に付
記されています。

カタログ .No． SGTE-705

改定記号 改定日 改定ページ・内容

A 2002 年 12 月 初版印刷
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VIII

マニュアルの見方
マニュアルの構成

序文

ご使用になるにあたりご注意いただきたい内容、マニュアル改訂履歴と内
容、マニュアルの見方などについて説明しています。

1章　概要

本製品のあらましと特徴についてまとめています。

2章　準備

本製品をご使用になるにあたり必要な取り付けや配線について説明していま
す。

3章　基本的な使い方

本製品の代表的なアプリケーションを示します。配線とパラメータの設定値
も示していますので具体的な事例から使用方法を理解することができます。

4章　初期設定

本製品を使用する場合の初期設定の流れについて説明します。

5章　機能と操作

アプリケーションに応じて使用する機能や表示、出力、設定をより効果的に
する機能の説明と設定方法について説明しています。

6章　ユーザー校正

ユーザーで校正を実施する場合の方法についてまとめてあります。

7章　エラーとその処置

故障かなと思ったときのチェック方法とその時の処置について説明していま
す。

付録

仕様や設定リストなどを示します。
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● 設定データの表記について
設定データの記号および設定内容のうち、アルファベットについては次のように
表記しています。

a b c d e f g h i j k l m

A B C D E F G H I J K L M

n o p q r s t u v w x y z

N O P Q R S T U V W X Y Z
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1.1 形 K3HB-S の主な機能および特徴　

計測

フィルタ

入力補正

キー操作

入力演算 タイミングホールド タイミングディレイ

２つの計測値の加減算や比率
の計算をすることができま
す。また任意の定数を設定
し、定数への加算、定数から
の減算も可能です。
→ P.5-9

外部からのタイミング信号入
力を用いて、同期計測をはじ
め最大値、最小値、最大値と
最小値の差の計測が可能で
す。
→ P.5-16

計測信号の立ち上がり、立ち
下りから設定時間だけ計測開
始、終了を遅らせる機能。
ON タイミング、OFF タイミン
グを独立して設定することが
できます。
→ P.5-26

平均化処理 前回平均値比較

変化の激しい入力信号やノイ
ズを含んだ入力信号を平均化
処理することで表示をなめら
かにしたり、制御を安定にす
ることができます。
→ P.5-31

入力信号から緩やかな変化分
を取除き、急激な変化分のみ
を検出します。
→ P.5-34

強制ゼロ ティアゼロ ゼロトリミング

現在値を強制的に「0」にシ
フトします。基準値を決めて
計測する場合に有効です。
→ P.5-55

強制ゼロ基準での現在計測値
を更に「0」にシフトする機
能。
２種類の混合物をそれぞれ計
測する場合などに有効です。
→ P.5-56

センサの温度ドリフトなど入
力信号の緩やかな変化を、計
測時の良品データ（PASS デー
タ）を元に補正します。
→ P.5-59

ゼロリミット 跳び値

設定した値以下の入力値に対
し、表示値を「0」とする機能。
「0」付近での値のふらつきや
ズレをなくしたいときに有効
です。
→ P.5-29

測定値の最小桁の変化ステッ
プを設定することができま
す。
→ P.5-65

ティーチ キープロテクト

スケーリング時、計測中の入
力値をそのままスケーリング
入力値に設定できます。
→ P.5-12
（スケーリングを設定）

キー操作によるレベル移行や
パラメータの変更を制限し、
不用意なキー操作や誤操作を
防止します。
→ P.5-82
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出力

表示

その他

比較出力パターン ヒステリシス 出力更新停止

比較出力のパターンを標準、
ゾーン、レベルからから選択
できます。
→ P.5-38

計測値が設定値付近で細かく
変動した場合に比較出力の
チャタリングを防ぎます。
→ P.5-40

PASS 以外の比較結果出力が
ON した場合にその出力状態を
保持します。
→ P.5-46

PASS 出力変更 出力オフディレィ ショット出力

PASS 以外の比較結果やエラー
信号を PASS 出力端子から出
力することができます。
→ P.5-51

比較出力の OFF タイミングを
一定時間持続させる機能。
比較結果が短時間で変化する
場合に比較出力の ON 時間を確
保することができます。
→ P.5-49

比較出力の ON 時間を一定に
します。
→ P.5-43

出力非励磁 起動補償タイマ 出力テスト

比較結果に対する比較出力の
出力論理を反転します。
→ P.5-53

外部信号の入力により一定時
間計測を停止することができ
ます。
→ P.5-22

キー操作で擬似的に計測値を
設定し、実際に入力信号を与
えることなく出力動作を確認
することができます。
→ P.5-73

表示値選択 表示色切換 表示リフレッシュ周期

運転中の表示値を現在値、最
大値、最小値の中から選択す
ることができます。
→ P.5-64

PV 表示の色を緑または赤に設
定できます。また比較出力に
連動して現在値の色を切り替
えることもできます。
→ P.5-67

入力が高速で変化する場合に
表示の更新周期を遅くしてち
らつきを抑え表示を見やすく
します。
→ P.5-62

ポジションメータ スケーリング 比較値表示

20 段階に分けられたメータで
現在の計測値をスケーリング
幅に対する位置として表示し
ます。
→ P.5-69

入力信号に対し、任意の表示
値に換算して表示することが
できます。
→ P.5-12

運転中に比較値を表示しない
ようにすることができます。
→ P.5-66

Max/Min 値ホールド バンク切換 バンクコピー

計測値の最大値、最小値を保
持します。
→ P.5-48

８つの比較値バンクを前面
キーや外部入力で切り替える
ことができます。
設定した比較値の組を一括で
切り替えることができきます。
→ P.5-74

任意のバンク設定を全バンク
にコピーすることができま
す。
→ P.5-79

ユーザ校正

お客様自身で K3HB-S を校正
することができます。
→ P.6-1
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1.2 各部の名称と働き

No 名称 働き

① PV 表示 現在値、MAX 値、MIN 値、パラメータ名、エラー名を表示します。

② SV 表示 設定値、またはモニタ値を表示します。

③ ポジションメータ 任意のスケールに対して、現在値の位置を表示します。

④ 比較出力ステータス 比較出力の出力状態を示します。

⑤ MAX/MIN ステータス 運転レベルで MAX 値または MIN 値を表示するときに点灯します。

⑥ レベルバンク表示 運転レベル :バンク機能が ON のときバンク表示します。
(バンク機能が OFF ならば消灯 )

運転レベル以外 :操作中のレベルを表示します。

⑦ ステータス表示 T-ZR: ティアゼロ実施後に点灯し、未実施 /解除後は消灯します。
Zero: 強制ゼロ実施後に点灯し、未実施 /解除後は消灯します。
Hold:HOLD 入力が ON で点灯し、OFF で消灯します。

⑧ SV 表示ステータス TG: タイミング信号 ON 時に点灯し、その他は消灯します。
T : ティーチ可能なパラメータ表示中に点灯します。
HH、H、L、LL: 運転レベルで比較値 HH、H、L、LLを表示中に点灯します。

⑨ MAX/MIN キー 現在値、MAX 値、MIN 値の表示切替と MAX/MIN 値のリセットに使用します。

⑩ レベルキー レベルの切替えに使用します。

⑪ モードキー 表示するパラメータを切替えるときに使用します。

⑫ シフトキー パラメータの設定値を変更するときに使用します。
設定値が変更状態のときは設定値の桁移動に使用します。

⑬ アップキー 設定値が変更状態のとき、設定値の変更を行います。
計測値を表示しているとき、強制ゼロ /強制ゼロ解除、ティーチに使用し
ます。

ステータス表示�

シフトキー�MAX/MINキー�
モードキー�

SV表示ステータス�

ポジションメータ�

PV表示�

比較出力ステータス�

アップキー�

MAX/MINステータス�

SV表示�

レベル/バンク表示�

レベルキー�

　�

�

MAX/MIN LEVELMAX/MIN MODE SHIFT UP

88888

88888
Max
Min
B

L

HH

H

P

L

LL
T-ZR   CMW
Zero    Hold

TG       HH        H

 T         LL         L 

8
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1.3 内部ブロック図

定電圧回路１�

定電圧回路１�

電源回路�

イベント�
入力回路�

リニア�
出力回路� 駆動回路�

駆動回路�

駆動�
回路�

接点出力�

トランジスタ�
出力�

通信端子�

定電圧回路３�

駆動�
回路�

通信�
ドライバ�

波形整形�
回路�

EEPROM

定電圧回路２�

センサ電源�

操作電源�

イベント�
入力端子�

フィルタ�

キー�表示�

マイコン�

AD�
コンバータ�

アナログ�
入力端子�

入力回路�
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2.1 取り付け

■ 外形寸法

■ パネル加工寸法

MAX/MIN LEVELMAX/MIN MODE SHIFT UP

95

44
.8

4
8

96

91

101.2

PV表示�

4.
9

14
.2

7.6
2.6

メイン表示部の文字サイズ(mm)

1
0

0
1

2
(1

1
2

)
1

.3

8
SV表示�

8

2

120 min.

92 +0.8
-0

75
 m

in
.

45
+

0.
6

-
0
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■ 取り付け方
(1)形 K3HB をパネルの取り付け穴に挿入します。

(2)防水になるように取り付けるには、本体に防水パッキンを挿入してく
ださい。

(3)アダプタをリアケース左右面の固定溝にはめ込み、パネルにあたるま
で押し込んで固定します。

防水パッキン�

アダプタ�
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■ 液晶の視野角について
形H3HB-Sは下図の角度で最適の視認性が得られるように設計されてい
ます。

30°
�

10°
�
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2.2 入出力部の使い方

1

2

3

4

5

6

A

E

CB

A

AC/DC24Vタイプ�

A1

A2

A1

A2

COM

ZERO

HOLD

RESET

S-TMR

TIMING

L

H

LL

LL

COM

COM

COM

COM

入力A

入力A

入力B

入力B

1:TIMING
3:HOLD
5:ZERO
7:BANK4
9:BANK1PASS

L

L

H

H

HH

HH

D

PA
S

S

+

-

N/C

N/C

  1           2

  9         10

2:S-TMR
4:RESET
6:COM
8:BANK2
10:COM

AC100～240Vタイプ�

DC12V 80mA/
PASS出力タイプ�
＜CPA＞�

DC12V 80mAタイプ�
＜A＞�

H/L
リレー出力タイプ�

＜C1＞�

HH/H/L/LL
リレー出力タイプ�

＜C2＞�

端子台タイプ�
＜1＞＜3＞�

コネクタタイプ�
＜2＞＜4＞�

�

適合コネクタ：�
XG4M-1030（OMRON）�

HH/H/PASS/L/LL　NPN
トランジスタ出力タイプ�

＜T1＞�

DC12V
80mA

センサ電源 

DC12V
80mA

センサ電源 

センサ電源/出力� イベント入力�

アナログ入力�

リレー/トランジスタ出力�

操作電源�

B3

B2

B1

B6

B5

B4

+

-

N/
C

B3

B2

B1

B6

B5

B4

C3

C2

C1

C6

C5

C4

C3

C2

C1

C6

C5

C4

C3

C2

C1

C6

C5

C4

D3

D2

D1

D6

D5

D4

E3

E2

E1

E6

E5

E4

LL

COM

PASS

L

H

HH

HH/H/PASS/L/LL　PNP
トランジスタ出力タイプ�

＜T2＞�

電
圧
入
力
  電
流
入
力
�

C3

C2

C1

C6

C5

C4

B C D E

安全規格対応について�
本機は、[電源]、[入力、トランジスタ出力]および[リレー出力]間は強化絶縁です。ただし、[入力]と[トランジスタ出力]間は�
基礎絶縁です。�
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■ 配線
圧着端子は M3 用の次のものをご使用ください。

●電源
端子番号 A1-A2 に電源を入力してください。電源仕様は次のとおりで
す。

AC100-240V 50/60Hz　18VA 以下 (最大負荷時 )

AC/DC　24V 50/60Hz　12VA 以下 / 7W 以下 (最大負荷時 )　

( 極性なし )

電源投入時には、定格以上の電源容量を必要とします。複数台ご使用
になる場合、操作電源の電源容量には十分余裕を取ってください。

UL/CSA 規格対応について

DC電源には過電流保護機能を持つSELV電源を使用してください。SELV
電源とは入出力間が二重または、強化絶縁されており、出力電圧が
30Vr.m.s および 42.4V ピークまたは、DC60V 以下の電源を言います。

推奨電源：形 S8VS-06024 □（オムロン製）

●センサ電源
端子番号 B5-B6 からセンサ用電源を供給できます。電源仕様は次のと
おりです。

DC12V　80mA

5.8mm以下�

5.8mm以下�

1
2
3
4
5
6

A      B     C     D    E

1
2
3
4
5
6

A      B     C     D    E

+

-

B5

B6
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●比較出力
端子番号 B1-B3 および C1-C6 に比較出力が出力されます。

負荷は仕様の範囲内のものを接続してください。

リレーの電気的寿命は 10 万回です。

回路図

< 接点出力 >

<C1>H、L出力タイプ

<C2>HH、H、L、LL出力タイプ

<CPA>PASS出力タイプ

1
2
3
4
5
6

A      B     C     D    E

H

5V

5V

C1

C4

C5

C2

C6

C3

L

5V
C1

C4

C5

C2

C6

C3

H

HH

L

LL

COM

COM

PASS

B1

B2

B3
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< トランジスタ出力 >

<T1>NPN出力タイプ

<T2>PNP出力タイプ

H

HHC1

C4

C5

C2

C6

C3

L

PASS

LL

COM

8.2W

8.2W

8.2W

8.2W

8.2W

H

HHC1

C4

C5

C2

C6

C3

LL

PASS

L

COM

8.2W

8.2W

8.2W

8.2W

8.2W
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●イベント入力
制御用の信号を入力してください。構成は以下のとおりです。

回路図

＜ 1＞＜ 2＞ NPN入力タイプ

＜ 3＞＜ 4＞ PNP入力タイプ

1
2
3
4
5
6

A      B     C     D    E

COM

ZERO

HOLD

RESET

S-TMR

TIMING

1:TIMING
3:HOLD
5:ZERO
7:BANK4
9:BANK1

  1             2

  9           10

2:S-TMR
4:RESET
6:COM
8:BANK2
10:COM

端子台タイプ�
＜1＞＜3＞�

コネクタタイプ�
＜2＞＜4＞�

D3

D2

D1

D6

D5

D4

COM

TIMING

12V

560W

750W

COM

BANK(1,2,4)
S-TMR:D2
HOLD:D3

RESET:D4
ZERO:D5

12V

4.7KW

3.9KW

D1

COM

BANK(1,2,4)
S-TMR:D2
HOLD:D3

RESET:D4
ZERO:D5

12V 4.7KW

3.9KW

COM

12V
560W

750W
D1

TIMING
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●アナログ入力
計測する信号を入力します。各機種で計測できる入力は次のとおりで
す。

電圧 /電流入力

入力種別により、次の端子に入力機器を接続してください。絶対最大
定格を瞬時でも越えないようにご注意ください。

回路図

1
2
3
4
5
6

A      B     C     D    E

入力B入力A

E3

E2

E1

E6

E5

E4

4～20mA,0～20mA

1～5V,0～5V�
±5V,±10V 1～5V,0～5V�

±5V,±10V

4～20mA,0～20mA

-

+

-

+

A

B

AD

AD

V

I

COM

120W

A+B = 1MW

E4,E5

E3

COM E3

E1,E2
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第 3 章 基本的な使い方

3.1 製品の高さ測定と良 /不良判別 ......................... 3-2
3.2 板厚検査 ............................................. 3-5
3.3 円板の偏心測定 ....................................... 3-8
3.4 段差の検査 .......................................... 3-10
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3.1 製品の高さ測定と良 /不良判別

形 K3HB-S を利用すると･･･

･サンプリングホールド機能により、同期用のセンサを使って製品
の高さを表示、ホールドします。

･強制ゼロ機能により、ワンタッチでゼロ調整ができます。

･ポジションメータにより計測値がその中心からどの程度ずれてい
るか (偏差 )を表示することができます。

･成形部品の寸法チェックやペットボトルのキャップ浮き検出にも
応用できます。

●圧入後の寸法チェック

同期用センサ�
形E3X-DA11-N

形K3HB-S

変位センサ�
形Z4W-V25R

強制ゼロ用�
押しボタンスイッチ

DC24V

ZERO

TIMING

入力A

操作電源�

操作電源�

内部で接続されています�

COM

COM

+
-

強制ゼロ用�
押しボタン�
スイッチ�

茶�

茶�

青�

青�

黒�

黒�

シールド線�

同期用センサ�
形E3X-DA11-N�
�

変位センサ�
形Z4W-V25R

+     -

形K3HB-S
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■ 形 K3HB-S の設定内容

運転レベル

※ステータス表示にて確認してください。

初期設定レベル (LLLL 0000)

入力調整レベル (LLLL 1111)

ワークの形状�

変位�
センサの�
出力�

同期用�
センサ�

形K3HB-Sの�
表示�

形K3HB-Sの�
比較出力�

遠い�

近い�

ON

OFF

2mm

R 圧入不足� 圧入忘れ�

3mm

0. 00 2. 00 -3. 00

PASS H LL

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

比較値 HH ※ 3. 00

基準に対し± 2mm と± 3mm
の 2 段階で管理する例

比較値 H ※ 2. 00

比較値 L ※ -2. 00

比較値 LL ※ -3. 00

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

演算式 cal 0 A

入力種別 A in-ta 4-20

スケーリング
入力値 A1

inp. a1 4. 000

スケーリング
表示値 A1

dsp. a1 -4. 00

スケーリング
入力値 A2

inp. a2 20. 000

スケーリング
表示値 A2

dsp. a2 4. 00

小数点位置 dp ,,,. ,,

-4 40

4

20

変位(mm)

出力(mA)
形Z4W-V25R�

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

タイミング
ホールド

tmg-h s-h
サンプリングホールド
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表示調整レベル (LLLL 2222) 

※初期設定、入力調整、表示調整レベルの表は設定に必要なパラメー
　タのみ表示しています。

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

表示値選択 disp pv 現在値

ポジション
メータ種別

pos-t dev
偏差表示

ポジション
メータ上限値

pos-h 4. 00

フルスケール± 4mm
ポジション
メータ下限値

pos-l -4. 00

manual.book  4 ページ  ２００３年７月７日　月曜日　午前１１時５３分



基�
本�
的�
な�
使�
い�
方�

3.2 板厚検査

3-5

3.2 板厚検査

形 K3HB-S を利用すると･･･

･演算モードK-(A+B)を使用することにより、2台の変位センサの出
力から板厚を実寸に変換して測定することができます。

･強制ゼロ機能により、ワンタッチで基準板厚からの偏差計測がで
います。

形K3HB-S

変位センサ�
形Z4W-V25R

強制ゼロ用�
押しボタンスイッチ

DC24V

入力A

入力B操作電源�

操作電源�

COM

COM

形K3HB-S

+     -

茶�

茶�
青�

青�

黒� 黒�

シールド線�

変位センサ�
形Z4W-V25R

センサA

センサB

単位(mm)

25

+
-

ZERO

強制ゼロ用押しボタン�
スイッチ�

20
25

�
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■ K3HB-S の設定内容

運転レベル

※ステータス表示にて確認してください。

ワークの寸法�

比較出力�

形K3HB-Sの表示�

A+B

K=70.00の場合�

2台のZ4W-V25Rの�
測定した距離の和�

板厚大�
板厚良�

21

21. 00

20

板厚小�

19

PASS

H

L

20. 00 19. 00

51. 0050. 0049. 00

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

比較値 H ※ 20. 50 基準板厚 20mm に対し
± 0.5mm で管理する場合。比較値 L ※ 19. 50
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初期設定レベル (LLLL 0000)

入力調整レベル (LLLL 1111)

※初期設定、入力調整レベルの表は設定に必要なパラメータのみ表示
　しています

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

演算式 cal 5 K-(A+B)

入力種別 A in-ta 4-20

スケーリング
入力値 A1

inp. a1 4. 000

スケーリング
表示値 A1

dsp. a1 21. 00

スケーリング
入力値 A2

inp. a2 20. 000

スケーリング
表示値 A2

dsp. a2 29. 00

入力種別 B in-tb 4-20

スケーリング
入力値 B1

inp. b1 4. 000

スケーリング
表示値 B1

dsp. b1 21. 00

スケーリング
入力値 B2

inp. b2 20. 000

スケーリング
表示値 B2

dsp. b2 29. 00

定数 K k 7000 基準板圧 20mm ＋センサ変
位 25mm × 2

小数点位置 dp ,,,. ,,

-4 40

4

20

変位(mm)

出力(mA)
形Z4W-V25R�

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

タイミング
ホールド

tmg-h nomal
ノーマル
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3.3 円板の偏心測定

形 K3HB-S を利用すると･･･

･ピークtoピークホールド機能で、連続的に変化するリニアセンサ
の信号の最大値と最小値の差を計測するので、偏心測定が簡単に
できます。

･タイミング入力 ( 下図では押しボタンスイッチ ) が ON の間計測
し、タイミングが OFF すると最終結果をホールドします。

･シャフトの芯振れ測定等にも応用できます。( 対象物が非金属な
どの場合は、光変位センサ、超音波変位センサで同様の応用がで
きます。)

形K3HB-S

形E2CA
リニア近接センサ�

TIMING入力用�
押しボタンスイッチ

DC24V

TIMING

入力A

操作電源�

操作電源�

内部で接続されています�

COM

COM

+
-

押しボタンスイッチ�
（ONの間だけ計測）�

12V

0V

0V

リニア出力�

(+)

リニア近接センサ�
形E2CA

形K3HB-S

+     -
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■ 形 K3HB-S の設定内容

初期設定レベル (LLLL 0000)

入力調整レベル (LLLL 1111)

※初期設定、入力調整レベルの表は設定に必要なパラメータのみ表示
　しています。

ワークの状態�

形K3HB-Sの表示� （リセット状態）�

押ボタン�
スイッチ�

リニア近接�
センサの出力�

遠い�

近い�

ON

OFF

1回転�

1回転以上まわる間ONにする.

ワークが1回転以上回転すると�
求める値Aを計測したことになる.

A

A

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

演算式 cal 0 A

入力種別 A in-ta 4-20

スケーリング
入力値 A1

inp. a1 4. 000

スケーリング
表示値 A1

dsp. a1 0. 40

スケーリング
入力値 A2

inp. a2 20. 000

スケーリング
表示値 A2

dsp. a2 2. 00

小数点位置 dp ,,,. ,,

0.4 2

4

20

変位(mm)

出力(mA)
形E2CA �

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

タイミング
ホールド

tmg-h p-p
ピーク to ピークホールド
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3.4 段差の検査

形 K3HB-S を利用すると･･･

･演算モードA-Bを使用することにより、2台の変位センサを用いて
段差を測定できます。

･強制ゼロ機能により、ワンタッチで基準段差寸法の現物合わせが
できます。

･通常の寸法チェックでも、ワーク対象面と搬送ラインの面の間の
寸法を測定することで、ラインのばたつきの影響を防ぐことがで
きます。

●成形部品の寸法チェック

形K3HB-S

変位センサ�
形Z4W-V25R

同期用センサ�
形E3Z-D62

強制ゼロ用�
押しボタンスイッチ

DC24V

TIMING

入力A

入力B操作電源�

操作電源�

COM

COM

形K3HB-S

+     -

茶�

茶�
青�

青�

黒� 黒�

シールド線�変位センサ�
形Z4W-V25R

センサAセンサB

茶�

青�

黒�

同期用センサ�
形E3Z-D62

+
-

内部で接続されています�

強制ゼロ用�
押しボタンスイッチ�

ZERO

2

単位(mm)

manual.book  10 ページ  ２００３年７月７日　月曜日　午前１１時５３分



基�
本�
的�
な�
使�
い�
方�

3.4 段差の検査

3-11

■ 形 K3HB-S の設定内容

運転レベル

※ステータス表示にて確認してください。

変位センサ�
（A）の出力�

（20mA）29mm

（12mA）25mm

（4mA）21mm

（20mA）29mm

（12mA）25mm

（4mA）21mm

ON

H

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

変位センサA

3.00

26.0mm 25.6mm 26.4mm
(搬送のブレ）�

23.0mm

3. 00 2. 80 3. 20

22.8mm 23.2mm
(搬送のブレ）�

2.80 3.20

変位センサB

変位センサ�
（B）の出力�

同期用センサの出力�

形K3HB-Sの表示�

形K3HB-Sの�
比較出力�

＊同期用センサがONする前は前回判定�
　結果を保持しています。（RESETを入力�
　したときは全出力OFFです。）�

PASS

L

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

比較値 H ※ 2. 50 基準段差 2mm に対し
± 0.5mm で管理する場合。比較値 L ※ 1. 50
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初期設定レベル (LLLL 0000)

入力調整レベル (LLLL 1111)

※初期設定、入力調整レベルの表は設定に必要なパラメータのみ表示
　しています。

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

演算式 cal 4 A-B

入力種別 A in-ta 4-20

スケーリング
入力値 A1

inp. a1 4. 000

スケーリング
表示値 A1

dsp. a1 21. 00

スケーリング
入力値 A2

inp. a2 20. 000

スケーリング
表示値 A2

dsp. a2 29. 00

入力種別 B in-tb 4-20

スケーリング
入力値 B1

inp. b1 4. 000

スケーリング
表示値 B1

dsp. b1 21. 00

スケーリング
入力値 B2

inp. b2 20. 000

スケーリング
表示値 B2

dsp. b2 29. 00

小数点位置 dp ,,,. ,,

-4 40

4

20

変位(mm)

出力(mA)
形Z4W-V25R�

パラメータ キャラクタ 設定値 備考

タイミング
ホールド

tmg-h s-h
サンプリングホールド
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第 4 章 初期設定

4.1 初期設定例 ........................................... 4-2
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4.1 初期設定例

K3HB-S を使用する場合の初期設定の流れを次の例で説明します。

<設定例 >
1 ～ 5V の入力を 0.000 ～ 1.000 にスケーリングして表示します。

･計測値が 0.700 以上になると比較出力 Hを出します。

･計測値が 0.500 以下になると比較出力 Lを出します。

初期設定の流れ

手順 B、C、D、E、F、Gで設定値を変更する場合はS[SHIFT]キーを1
回押し、設定値を変更状態にしてからU[UP]キーで値を変更してくだ
さい。
設定値を解除するときは M[MODE] キーを押してください。次のパラ

メータが表示されるとともに設定値が登録されます。

･出荷時の初期状態では 4 ～ 20mA の入力種別になっています。電
源を投入すると、表示が「a.err」で点滅（入力レンジ範囲外）
になることがありますが、これは入力が4～20mAの範囲外になっ
ていることを示しており、故障ではありません。 

1.現在値が表示されているとき（運転レベル）に、L[LEVEL] キーを 3 秒

以上押し、初期設定レベルに移ります。

●注意●
「入力種別」「スケーリング
値」「小数点位置」の設定手順
は手順 C、D、E の順序で行って
ください。
設定値の自動的な初期化動作に
より期待通りに動かない場合が
あります。
たとえば、スケーリング値を設
定した後に入力種別を切り替え
るとスケーリング値が自動的に
初期化されます。

2.演算式「cal」を「0」( 初期値 ) に設定しM[MODE] キーを押します。

1.パラメータ「in-ta」を「1-5」に設定しM[MODE] キーを押します。

1.スケーリング入力値 A1「inp. a1」を「1. 000」( 初期値 ) に設定し

M[MODE] キーを押します。

2.スケーリング表示値 A1「dsp. a1」を「0」に設定しM[MODE] キーを押

します。

3.スケーリング入力値 A2「inp. a2」を「5. 000」( 初期値 ) に設定し

M[MODE] キーを押します。

4.スケーリング表示値 A2「dsp. a2」を「1000」に設定しM[MODE] キー

を押します。

A 配線を確認し、電源を投入します。(センサは入力 Aに接続しま
す。)

B「演算式」を「0」に設定します。

1.000V 5.000V
0.000

1.000
0.500

0.700

入力値�

表示値�
計測値�

比較出力H
比較出力L

C「入力種別 A」を「1～ 5V」に設定します。

D スケーリング値を設定します。
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1.パラメータ「dp」を「,,.,,,」( 初期値 ) に設定しM[MODE] キーを押

します。

1.L[LEVEL] キーを 1 秒以上押し、運転レベルに戻ります。( 運転を開始

します。)

2.M[MODE] キーを何度か押しステータス表示を にし、値を「0. 700」

に設定します。

3.M[MODE] キーを押しステータス表示を にし、値を「0. 500」に設定

します。

1.M[MODE] キーを何度か押して、計測値表示にし実稼動に移ります。

※パラメータの設定方法についての詳細は、「第5章 機能と操作」を
　ご覧ください。

E「小数点位置」を設定します。

F「比較出力 H」を「0.700」に「比較出力 L」を「0.500」に設定
します。

G 実稼働に移ります。

H

L

設定値のオールクリア

初期設定の途中で分からなくなって修復不可能になった場合、設定
のオールクリアをしてはじめからやり直すこともできます。

オールクリアの方法は、「5.34 全設定値を初期化する」(P.5-80)
をご覧ください。
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パラメータ設定に必要な知識

■ レベルについて
パラメータをグループ分けしたものを「レベル」といいます。

形 K3HB-S ではレベルを次のように分類しています。

重要
レベルにより計測動作が継
続して実行される場合と停
止する場合があります。「計
測動作」を確認ください。

レベル 機能 計測動作

プロテクト

不用意なキー操作を防止するための設定
を行います。プロテクトの内容により、
レベルの移行や設定値の変更を禁止しま
す。

計測

運転

入力を取り込み、比較判定動作を行う通
常の運転状態です。
運転レベルでは現在値の表示のほか、比
較値の確認、強制ゼロの実行や解除がで
きます。
電源投入直後は運転レベルになります。

調整 バンクの切替を行います。

初期設定 入力種別、スケーリング、比較出力パ
ターンなど初期設定を行います。

停止

入力調整 入力に対する調整を行います。

表示調整
比較値の表示 /非表示、表示の更新周
期、表示色、ポジションメータに関する
調整を行います。

比較値 比較値バンクの設定を行います。

出力テスト 模擬的に計測値を設定し、出力テストを
行います。

高機能設定 より高度なカスタマイズをする時に使用
します。
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パラメータを変更する時は目的のパラメータが含まれるレベルに移動
します。移動中のレベルはレベル /バンク表示に表示されます。

※バンクありの場合は B1～ 7を表示します。

レベル /バンク
表示 レベル

L p プロテクトレベル (Protect)

消灯 運転レベル※
L a 調整レベル (Adjustment)
L 0 初期設定レベル
L1 入力調整レベル
L 2 表示調整レベル
L 4 比較値レベル
L t 出力テストレベル (output Test)
L f 高機能設定レベル (advanced Function setting)
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■ レベルの移動

プロテクトレベルへ 運転レベルでL[LEVEL]+M[MODE]キーを1秒以上押し続けるとPV表
示が点滅をはじめます。そのまま 2 つのキーを 2 秒以上押しつづける
と、プロテクトレベルに移ります。
プロテクトレベルから運転レベルに戻るには、L[LEVEL]+M[MODE]
キーを 1秒以上押します。

調整レベルへ 運転レベルでL[LEVEL]キーを1回(1秒未満)押します。キーを離す
と同時に調整レベルに移ります。
調整レベルから運転レベルに戻るときも同じ操作をします。

初期設定レベルへ 運転レベル (または調整レベル )でL[LEVEL] キーを 1秒以上押し続
けるとPV表示が点滅をはじめます。そのまま2秒以上押しつづけると
初期設定レベルに移ります。
初期設定レベルから運転レベルに戻るときはL[LEVEL] キーを 1 秒以
上押します。

入力調整レベル、
表示調整レベル、
比較値レベル、
出力テストレベルへ

先ず、初期設定レベルへ移行します。初期設定レベルの状態で
L[LEVEL]キーを1回(1秒未満)押すごとに次のレベルへ移行します。
出力テストレベルの状態から次のレベルへ移行すると初期設定レベル
に戻ります。

調整� 運転�

電源ON

表示調整�

レベル移行�

プロテクト�

初期設定�

高機能設定�

L

1秒未満�

L

3秒以上�

L

1秒未満�L

1秒未満�

L

1秒以上�

L

1秒以上�

パスワード�

L

1秒未満�

L

1秒未満�

L

1秒未満�

L+M
3秒以上�

L+M
1秒以上�

比較値�

入力調整�

出力テスト�

計測を停止します�

計測を開始します�

機種・設定に関わらず、必ず表示されます。�
機種・設定により表示されない場合があります。�
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高機能設定レベルへ 高機能設定レベルに移るには特殊な操作が必要です。
以下の手順にしたがって操作してください。

操作手順

･パスワードが正しければ、高機能設定レベルへ移ります。

･パスワードが正しくなければ、初期設定レベルのまま次のパラ
メータを表示します。

A 初期設定レベルに移り、M[MODE] キーを何度か押して「amov」
(高機能設定レベル移行 )のパラメータを表示させます。

B S[SHIFT] キーを押し、パスワードを変更可能な状態にします。

C S[SHIFT]、U[UP] キーを使って、パスワードを設定します。
パスワードは「-0169」(-0169) です。

D M[MODE] キーを押し、パスワードを書き込みます。

高機能設定レベル移行�

キャラクタ表示からモニタ状態に移行し�
た時、設定値は必ず『0』とする。�

（高機能設定レベルへは移行しない）�
次のパラメータへ�

高機能設定レベル� 設定値初期化�

パスワード不一致�

パスワード一致�

変更状態�

パスワードを設定。�
キーを使って�

amov amov0 0

f init
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■ 設定値のモニタと変更
各パラメータに設定されている値のことを「設定値」といいます。
設定値には「数値」と「キャラクタ」があります。

SV表示が点灯している状態を「モニタ状態」、SV表示が点滅して変更
可能な状態を「変更状態」といいます。

設定値の変更は以下の手順で行います。

操作手順

･この時、設定値は表示されているだけで変更可能状態にはありま
せん。

･変更可能な箇所が点滅をはじめます。

･変更した設定値が内部メモリに登録されます。

･ Cのとき 5秒間※キー操作しないと、設定値を登録し自動的にモ
ニタ状態に戻ります。

※表示が運転レベル / 調整レベルになっている場合、「表示自動復帰
　時間」の設定により、変更状態からの復帰時間が異なります。「表
　示自動復帰時間」の設定値を 5 秒以下たとえば 3 秒に設定すると、
　変更状態で 3 秒間キー操作がなければ自動的に電源投入時の表示に
　戻り変更した設定値が登録されます。

A 変更するパラメータを表示します。

B S[SHIFT] キーを 1回押すと設定値が変更可能な状態になりま
す。

C S[SHIFT] キーとU[UP] キーで、設定値を変更します。

D M[MODE] キーを押し、次のパラメータに切り替えます。

1-5

int-a

M

M

S

変更状態�モニタ状態�

次のパラメータへ�

5秒間キー操作がなかったら、設定値を�
登録しモニタ状態に戻ります。�

S[SHIFT]キー、U[UP]キーを�
使って設定値を変更します。�

M

� 1-5

int-a
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■ 比較値の確認と変更
運転レベルで比較値の確認と変更を行います。
(確認や変更の最中でも運転は継続しています。)

電源投入後の運転状態からM[MODE]キーを押すごとに、HH～ LLまで
の比較値が表示されます。表示されている比較値に応じて SV 表示ス
テータス が点灯します。

ただし、リレー/ トランジスタ出力の仕様や設定により表示されない
比較値もあります。

比較値の変更はパラメータ設定手順を参照してください。

表示される比較値

※センサ電源 / 出力の仕様に PASS 出力がある場合は、PASS 出力への
割り付け設定により表示される比較値が変化します。

PASS 出力に他の出力を割り当てる→ P.5-51

※ sv. dsp( 比較値表示 ) が OFF のとき、運転中、比較値は非表示に
なっていますが、キー操作をすると比較値が表示されます。

表示される比較値

リレー /トランジスタ出力の仕様 HH H L LL

H/Lリレー出力タイプ <C1> ○ ○

HH/H/L/LLリレー出力タイプ <C2> ○ ○ ○ ○

HH/H/PASS/L/LL
トランジスタ出力タイプ <T1><T2>

○ ○ ○ ○

なし※

表示される比較値

pass(PASS 出力変更 ) HH H L LL

ll ○
l ○

pass

h ○
hh ○
err.

HH� H� L� LL�

電源投入電源投入�

モニタ状態�

変更状態�
※※�

比較値HH

HH
が点灯�

M
比較値H

H
が点灯�

M
比較値L

L
が点灯�

M
比較値LL

LL
が点灯�

125. 0

123. 4
124. 0

123. 4
123. 0

123. 4
122. 0

123. 4

S
M M M

125. 0

123. 4
124. 0

123. 4
123. 0

123. 4
122. 0

123. 4

※� ※� ※� ※�S S S

M

  ※  ５秒間キー操作がなかったら、設定値を登録しモニタ状態に戻ります。�
※※S[SHIFT]キー、U[UP]キーを使って設定値を変更します。�

M

参考�
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パラメータ設定手順

A M[MODE] キーを何度か押し変更する
比較値を表示させます。

表示させた比較値に応
じて HH～ LLまでのい
ずれかが点灯します。

B S[SHIFT] キーを押して、SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり、SV 表示が点滅をは
じめます。

C S[SHIFT] キーとU[UP] キーで比較
値を変更します。

D M[MODE] キーを押して、次のパラ
メータに切り替えます。

･Cで設定した比較値が登録されます。

M 123. 4
:9999

S 123. 4
:9999

「L」

SU 123. 4
123. 0

「L」

M 123. 4
:9999

「LL」
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5.1 演算式を設定する

形 K3HB-S は入力 A、入力 Bの 2 系統のアナログ入力を加算や減算し表示することができます。

■ A ･入力 Aのみ使用する場合に選択します。

■ B ･入力 Bのみ使用する場合に選択します。

■ K-A
･一定値から入力 Aの値を減算する場合に選択します。

･ K は任意に設定可能です。

･ワークの高さ測定などに使用すると便利です。

■ A+B ･入力 Aと入力 Bの値を加算する場合に選択します。

■ A-B
･入力 Aから入力 Bの値を減算する場合に選択します。

･ワークの段差測定などに使用すると便利です。

■ K-(A+B)
･一定値から入力 Aと入力 Bの値を減算する場合に選択します。

･ K は任意に設定可能です。

･ワークの厚み測定などに使用すると便利です。

機能説明 演算式、定数 K

初期設定レベル

K

K-A

A

B

A-B

A

BA

K

K-(A+B)
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■ B/A × 10000 ･入力 Aと入力 Bの比率を表示する場合に選択します。

■ (B/A-1) × 10000 ･入力 Bと入力 Aに対する誤差比率を表示する場合に選択します。

次のパラメータで設定します。

パラメータ設定手順

定数 Kを設定する→ P.5-14

パラメータ 設定値 設定値の意味

演算式
cal

0 A
1 B
2 K-A
3 A+B
4 A-B
5 K-(A+B)
6 B/A × 10000
7 (B/A-1) × 10000

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルに移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B S[SHIFT] キーを押して、SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり、設定値が点滅をは
じめます。

C U[UP] キーで設定値を変更します。

D M[MODE] キーを押して次の PV 表示に
切り替えます。

･設定値が登録されます。

calL 0

(CAL)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

S cal
0

L 0

U cal
2

L 0

M dp
,,.,,,

L 0

参考�
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5.2 入力種別を設定する

接続された入力機器に応じた入力種別を次のパラメータで設定しま
す。入力 A に接続した機器に対しては入力種別 A を、入力 B に接続さ
れた機器に対しては入力種別 Bを設定してください。

パラメータ設定手順

重要*

初期設定レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

入力種別 A
in-ta

または
入力種別 B
in-tb

0-20 0 ～ 20mA
4-20 4 ～ 20mA
0-5 0 ～ 5V
1-5 1 ～ 5V
5 ± 5V
10 ± 10V

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルに移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B PV 表示が「in-ta」または「in-tb」
になっていない場合はM[MODE] キー
を押して目的のパラメータを表示させ
てください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり、SV 表示が点滅をは
じめます。

D U[UP] キーで設定値を変更します。

E M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。 ※表示は異なる場合が
あります。

in-taL 0

(IN-TA)

in-tbL 0

(IN-TB)

L calL 0

「L 0」を表示
0

M in-ta
4-20

L 0

S in-ta
4-20

L 0

U in-ta
1-5

M inp. a1

* 入力種別 A を切り替えた場合はスケーリング入力値 A1 および A2、スケーリング表示値 A1 およ
び A2 が初期化されます。( 入力種別 B も同様です。)

F L[LEVEL] キーを 1秒以上押して、運
転レベルに戻ります。

1秒以上

L 1234. 5
1234. 5
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5.3 スケーリング値を設定する

入力値を任意の値に換算して表示したい場合、スケーリングの設定を
します。入力 A、入力 B個別に設定します。

ワンポイント* < 入力 Aに対する設定パラメータ >

< 入力 Bに対する設定パラメータ >

スケーリング入力値の小数点位置は入力種別に従います。

初期設定レベル

* スケーリング入力値「inp. a1」「inp. a2」「inp. b1」「inp. b2」はティーチ機能により実入力を
使って設定することもできます。
詳細は P.5-15「ティーチ」を参照ください。

パラメータ 設定値 設定値の意味

スケーリング入力値 A1
inp. a1

:9999～
99999※

dsp. a1に対応する入力値

スケーリング表示値 A1
dsp. a1

:9999～
99999

inp. a1に対応する表示値

スケーリング入力値 A2
inp. a2

:9999～
99999※

dsp. a2に対応する入力値

スケーリング表示値 A2
dsp. a2

:9999～
99999

inp. a2に対応する表示値

バラメータ 設定値 設定値の意味

スケーリング入力値 B1
inp.b1

:9999～
99999※

dsp.b1に対応する入力値

スケーリング表示値 B1
dsp.b1

:9999～
99999

inp.b1に対応する表示値

スケーリング入力値 B2
inp.b2

:9999～
99999※

dsp.b2に対応する入力値

スケーリング表示値 B2
dsp.b2

:9999～
99999

inp.b2に対応する表示値

入力種別 設定値

0.000 ～ 20.000mA 0. 000～ 20. 000

4.000 ～ 20.000mA 4. 000～ 20. 000

0.000 ～ 5.000V 0. 000～ 5. 000

1.000 ～ 5.000V 1. 000～ 5. 000

± 5.000V -5. 000～ 5. 000

± 10.000V :0. 000～ 10. 000

kL 0

(K)

dsp. b2L 0

(DSP.B2)

inp. a1L 0

(INP.A1)

dpL 0

(DP)

dsp. b1L 0

(DSP.B1)

dsp. a2L 0

(DSP.A2)

dsp. a1L 0

(DSP.A1)

inp. b2L 0

(INP.B2)

inp. b1L 0

(INP.B1)

inp. a2L 0

(INP.A2)
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スケーリング表示値の小数点は小数点位置 [dp] の設定に従います。

演算式[cal]をK-A[2]、K-(A+B)[5]に設定した場合は、定数K[k]を
設定します。

小数点は小数点位置に従います。

スケーリングは、あらかじめ設定され記憶している換算式にサンプリングした入力値をあてはめ、逐次
計測値に変換する機能です。

システムで使用する単位に換算することができます。

電圧 /電流入力のスケーリング換算式は次の通りです。

ここで、
INP1: 計測値が DSP1 になるときの入力値
DSP1: 入力値が INP1 のときの計測値
INP2: 計測値が DSP2 になるときの入力値
DSP2: 入力値が INP2 のときの計測値
inp : サンプリングごとの入力値
dsp : 対応する計測値
です。

パラメータ 設定値 設定値の意味

小数点位置
dp

,,,,, 小数点なし
,,,,., 小数点以下 1桁表示
,,,.,, 小数点以下 2桁表示
,,.,,, 小数点以下 3桁表示
,.,,,, 小数点以下 4桁表示

パラメータ 設定値 設定値の意味

定数 K
k

:9999～
99999

-19999 ～ 99999

機能説明 スケーリング

dsp
DSP2 DSP1–
INP2 INP1–
--------------------------------inp INP1 DSP2 INP2 DSP1⋅–⋅

INP2 INP1–
-------------------------------------------------------------------+=

inp.*1 inp.*2

dsp.*1

dsp.*2

入力値�

表示値�

inp.*1 inp.*2

dsp.*1

dsp.*2

入力値�

表示値�
逆スケーリングも可能�

実入力によるティーチが可能�
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スケーリング パラメータ設定手順 (入力 Aに対するスケーリング設定 )

入力 B に対するスケーリング設定では、上と同様の手順でパラメータ
「inp. b1」「dsp. b1」「inp. b2」「dsp. b2」を設定します

定数 K 定数 Kの設定が必要な場合は、手順 G～ Iの設定をしてください。

演算式に K を含まず、定数 K の設定が不要な場合は手順 Jへ進んでく
ださい。

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルに移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「inp. a1」に切り替えます。

･スケーリング入力値 A1 はティーチが
可能なのでティーチ可能なことを示
す「T」が点灯します。

･ティーチの方法は P.5-15 をご覧下さ
い。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり、SV 表示が点滅をは
じめます。

D U[UP] キーとS[SHIFT] キーで設定
値を変更します。

E M[MODE] キーを押して PV 表示を
「dsp. a1」に切り替えます。

F C～ Eを繰り返し、「dsp. a1」 「inp. a2」
「dsp. a2」を設定します。

※表示は異なる場合　
があります。

L in-taL 0

「L 0」を表示

M inp. a1
4000

「T」が点灯

L 0

S inp. a1
4. 000

L 0

SU inp. a1
4. 210

L 0

M dsp. a1
4000

L 0

dsp. a2
4. 000

L 0

G M[MODE] キーを何度か押して、PV 表
示を「k」に切り替えます。

･設定値が登録されます。

H S[SHIFT] キーを押して、SV 表示を点
滅させます。

I U[UP]、S[SHIFT] キーで設定値を変
更します。

M k
0

L 0

S
0

L 0 k

SU k
1000

L 0
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小数点位置

ティーチ スケーリング入力値「inp. a1」「inp. a2」「inp.b1」「inp.b2」は
ティーチ機能により実入力を使って設定することができます。

パラメータ設定手順

J M[MODE]キーを押して、PV表示を「dp」
に切り替えます。

K S[SHIFT] キーを押して、SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり、設定値が点滅をは
じめます。

L U[UP] キーで設定値を変更します。

M M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。 ※表示は異なる場合　
があります。

N L[LEVEL]キーを 1 秒以上押して運転

レベルに戻ります。
1 秒以上

M dpL 0
,,. ,,,

S dp
,,. ,,,

L 0

U dp
,,,.,,

L 0

M
nomal

out-pL 0

L 1234. 5
1234. 5

Bの操作の後U[UP] キーを押します。

･ティーチ状態になり、「T」が点灯し
ます。

･実入力にあわせて設定値が変化しま
す。

再度、U[UP] キーを押します。

･入力値が設定値として登録され、モ
ニタ状態に移ります。

･ティーチ状態でM[MODE] キーを押
すとティーチがキャンセルされ次の
パラメータに切り替わります。

* ティーチ中にセンサエラーが発生した
場合や未計測状態でU[UP] キーを押して
も入力値は登録されません。

U inp. a1
10. 412

「T」が点滅

L 0

U inp. a1
10. 412

「T」が点滅
から点灯へ
変わる

L 0
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5.4 計測動作を設定する

形K3HB-Sには5つの計測動作のモードがあり、次のパラメータで設定
します。

ノーマルノーマルノーマルノーマル

･連続して計測を行い、常に比較結果に応じた出力をします。

･ TIMING 入力は無視されます。

重要 * ･計測値が計測範囲を超えた場合はセンサエラーとなり、全出力を
OFF します。

･ HOLD 入力中は HOLD 入力直前の計測値を保持します。RESET 入力
中は計測を行いません。

･ RESET 入力と HOLD 入力が競合した場合、RESET 入力が優先されま
す。

未計測状態では PV 表示は「-----」になります。

入力異常時の動作を選択する→ P.5-24

「入力異常時動作」が「無効」または「オーバーフロー」の場合、動
作を継続します。

入力調整レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

タイミングホールド
tmg-h

nomal ノーマル
s-h サンプリングホールド
p-h ピークホールド
b-h ボトムホールド
p-p ピーク to ピークホールド

tmg-hL1

(TMG-H)

HOLD

RESET

計測値�

電源ON
計測範囲を超えた場合はセンサエラーとし、�
全出力をOFFする。�

計測値N

計測範囲上限値�

計測値N 計測中�計測中�計測中� 未計測状態�

センサエラー�

参考�
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サンプリングホールドサンプリングホールドサンプリングホールドサンプリングホールド

･ TIMING 信号の立ち上がり時の計測値を保持します。

重要 * ･計測値が計測範囲を超えていた場合はセンサエラーとなり、全出
力を OFF します。

･ RESET 入力中は計測は行われず、TIMING 入力は無効となります。

未計測状態では PV 表示は「-----」になります。

入力異常時の動作を選択する→ P.5-24

「入力異常時動作」が「無効」または「オーバーフロー」の場合、動
作を継続します。

ピークホールドピークホールドピークホールドピークホールド

･計測期間中 (TIMING 入力が ON の間 )の最大値を保持し、計測終
了時 (TIMING 入力 OFF 時 )、保持された最大値により計測値を更
新します。

重要 * ･計測期間中、計測値が計測範囲を超えた場合はセンサエラーとな
り、すぐにセンサエラー表示にして全出力を OFF します。また、
その時の計測は無効となります。

･ RESET 入力中は計測は行われず、TIMING 入力は無効となります。

未計測状態では PV 表示は「-----」になります。

入力異常時の動作を選択する→ P.5-24

「入力異常時動作」が「無効」または「オーバーフロー」の場合、動
作を継続します。

TIMING

RESET

計測値�

電源ON

計測値２�未計測状態� 計測値1

計測中にセンサエラーが発生�
したので、この計測は無効�

計測範囲上限値�

計測範囲を超えた場合はセンサエラーとし、�
全出力をOFFする。�

計測ポイント�

未計測状態�センサエラー�

参考�

TIMING

RESET

計測範囲上限値�

計測範囲を超えた場合はセンサエラーとし、�
全出力をOFFする。�

計測期間� 計測期間�

センサエラー�未計測状態� ピーク値１� 未計測状態� ピーク値２�計測値�

電源ON

計測中にセンサ�
エラーが発生した�
ので、この計測は無効�

計測中にリセット入力が入ったので�
この計測は無効�

参考�
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ボトムホールドボトムホールドボトムホールドボトムホールド

･計測期間中 (TIMING 入力が ON の間 )の最小値を保持し、計測終
了時 (TIMING 入力 OFF 時 )、保持された最小値により計測値を更
新します。

重要 * ･計測期間中、計測値が計測範囲を超えた場合はセンサエラーとな
り、すぐにセンサエラー表示にして全出力を OFF します。また、
その時の計測は無効となります。

･ RESET 入力中は計測は行われず、TIMING 入力は無効となります。

未計測状態では PV 表示は「-----」になります。

入力異常時の動作を選択する→ P.5-24

「入力異常時動作」が「無効」または「オーバーフロー」の場合、動
作を継続します。

TIMING

RESET

計測値�

電源ON

未計測状態�未計測状態� ボトム値1

計測期間�

センサエラー�

計測中にセンサエラーが発生�
したので、この計測は無効� リセット入力中の計測は無効�

計測範囲下限値�

計測範囲を超えた場合はセンサエラーとし、�
全出力をOFFする。�

参考�
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ピークピークピークピーク totototo ピークホールドピークホールドピークホールドピークホールド

･計測期間中 (TIMING 入力が ON の間 )の最大値と最小値を保持
し、計測終了時 (TIMING 入力 OFF 時 )、保持された最大値 -最小
値 (ピーク to ピーク値 )により計測値を更新します。

重要* ･計測期間中、最大値 (または最小値 )が計測範囲を超えた場合は
センサエラーとなり、すぐにセンサエラー表示にして全出力を
OFF します。また、その時の計測は無効となります。

･ RESET 入力中は計測は行われず、TIMING 入力は無効となります。

未計測状態では PV 表示は「-----」になります。

入力異常時の動作を選択する→ P.5-24

「入力異常時動作」が「無効」または「オーバーフロー」の場合、動
作を継続します。

* 入力異常時動作 (s.err) を OFF した場合、計測値が計測範囲を超えてセンサエラーとなっても、
計測値は表示範囲の上限値または下限値とみなされます。この場合の比較結果は真の計測値に
基づくものではありません。また、ピークホールド、ボトムホールド、ピーク to ピークホール
ドでは TIMING が OFF した時に表示が点滅し、表示値に対して比較出力されます。

P1

B1

P1-B1

0

TIMING

RESET

P1-B1

計測範囲上限値�

計測範囲下限値�

計測範囲を超えた場合はセンサエラーとし、�
全出力をOFFする。�

計測中にセンサエラーが発生�
したので、この計測は無効�

計測中にリセット入力が入ったので�
この計測は無効�

計測値�

電源ON

未計測状態�未計測状態� センサエラー�

計測期間�

参考�
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パラメータ設定手順

タイミング入力を調整する→ P.5-26

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルに移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B 再度、L[LEVEL] キーを 1回 (1 秒未
満 )押して入力調整レベルへ移り
「tmg-h」を表示させます。 1秒未満

･レベル /バンク表示部に入力調整レ
ベルを示す「L 1」が表示されます。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり、SV 表示が点滅をは
じめます。

D U[UP] キーで設定値を変更します。

E M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。 ※表示は異なる場合が
あります。

F L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L tmg-hL 1

「L 1」を表示

nomal

S tmg-hL 1
nomal

U tmg-h
s-h

L 1

M on-t
0

L 1

L -----
123. 4

参考�
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5.5 計測をリセットする

RESET 入力を ON または◇ [MAX/MIN]キーを１秒以上押すと Max 値、
Min 値、出力がクリアされます。RESET 入力中は計測を行いません。

･ RESET 入力中の表示は「-----」、出力は全て OFF になります。

･ RESET 入力中、HOLD と TIMING は無効となります。

･ HOLD 入力中、強制ゼロは受け付けられません。

一定時間計測をおこなわない→ P.5-22

LL/L

HH/H

HH/H

LL/L

RESET入力�

Min

Max値�

値�

未計測値状態�

比較値�

比較値�

出力�

出力�

計測値�

参考�
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5.6 一定時間計測をおこなわない

S-TMR入力が ONになった時、設定された時間が経過するまで計測を行
わない機能です。(S-TMR入力の立ち上がりで起動し、未計測状態では
PV 表示が「-----」になります。)

時間の設定は次のパラメータで行います。
S-TMR入力を ONにした状態で電源投入した場合は起動補償タイマとし
て機能し、電源投入後 s-tmr で設定した時間後から計測を開始しま
す。

形K3HB-Sと回転体の電源を同時に投入し、回転体が正常な回転数に上
昇するまで待機状態にさせる場合などにお使いいただけます。

パラメータ設定手順

高機能設定レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

起動補償タイマ
s-tmr

0. 0 起動補償タイマ無効

0. .1～ 99. 9 0.1 ～ 99.9 秒

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「s-tmr」に切り替えます。

s-tmrL f

(S-TMR)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示
off

L f

M s-tmr
0. 0

L f
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計測をリセットする→ P.5-21

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP]、S[SHIFT] キーで設定値を変
更します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

S s-tmr
00. 0

L f

SU s-tmr
10. 0

L f

M s. err
on

L f

L cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.7 入力異常時の動作を選択する

入力が入力範囲外となった場合の表示と出力動作を次のパラメータを
設定することによって選択することができます。
(入力範囲は付録「入力性能」をご覧ください )

それぞれの動作は次の通り

●無効

●オーバーフロー

●入力異常

※入力 A もしくは入力 A、B 両方でエラーが発生している場合は
「a.err」、入力 B でエラーが発生している場合は「b.err」で表示
します。

パラメータ設定手順

高機能設定レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

入力異常時動作
s.err

off 無効
o?er オーバーフロー
s.err 入力異常

表示 出力

入力範囲上限値あるいは下限値
に対応した計測値で表示が固定
される。（点滅しません。ただ
し、-19999 ～ 99999 の範囲を
越えたら点滅します。）

固定された計測表示に対応した
出力を行う。

表示 出力

入力範囲上限値あるいは下限値
に対応した計測値で表示が固定
され点滅する。

固定された計測表に対応した出
力を行う。

表示 出力

エラー表示点滅 (※ ) 全出力を OFF にする。

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

s. errL f

(S.ERR)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0
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入力種別を設定する→ P.5-11

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「s.err」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP] キーで SV 表示を「off」変更
します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示
off

L f

M s. err
s.err

L f

S s. err
s.err

L f

U s. err
off

L f

M cmov
0

L f

L cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.8 タイミング入力を調整する

ONタイミングディレイ、OFFタイミングディレイによりTIMING入力を
遅らせることができます。

on-t(ONタイミングディレイ)、off-t(OFFタイミングディレイ)はタ
イミングホールドの設定が以下の内容のときに有効となります。

● :設定可　-：設定不可

ON タイミングディレイを 20ms、OFF タイミングディレイを 10ms にした時の例を以下に示します。

●タイミングホールド設定値がサンプリングホールドの場合

入力調整レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

ON タイミングディレイ
on-t

0～ 4999 0 ～ 4999ms

OFF タイミングディレイ
off-t

0～ 4999 0 ～ 4999ms

タイミングホールド
設定値

tmg-h

ON タイミング
ディレイ
on-t

OFF タイミング
ディレイ
off-t

ノーマル nomal - -

サンプリングホールド s-h ● -

ピークホールド p-h ● ●

ボトムホールド b-h ● ●

ピーク to ピーク
ホールド

p-p ● ●

on-tL 1

(ON-T)

ONタイミングディレイ�

OFFタイミングディレイ�

TIMING信号�

TIMING入力�
off-tL 1

(OFF-T)

機能説明 ON タイミングディレイ、OFF タイミングディレイ

20ms 20ms 20ms

TIMING

RESET

計測値�

電源ON

リセット入力によりディレイ処理は無効�

タイミングディレイ時間�

未計測状態� 未計測状態�計測値１� 計測値２�
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●タイミングホールド設定値がピークホールドの場合

パラメータ設定手順

20ms 20ms 20ms
10m 10m10m

TIMING

RESET

計測値�

電源ON

ピーク値１� ピーク値２�未計測状態� 未計測状態�

リセット入力により�
ディレイ処理は無効�

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B 再度、L[LEVEL] キーを 1回 (1 秒未
満 )押して入力調整レベルへ移りま
す。 1秒未満

･レベル /バンク表示部に入力調整レ
ベルを示す「L 1」が表示されます。

C M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「on-t」に切り替えます。

D S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により、SV 表示が点滅をは
じめます。

E U[UP]、S[SHIFT] キーで ON タイミ
ングディレー時間を変更します。

･単位 :ms

F M[MODE] キーを押して PV 表示を次の
パラメータ「off-t」に切り替えます。

･パラメータ「on-t」が登録されま
す。

G S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により、SV 表示が点滅をは
じめます。

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L tmg-h

「L 1」を表示

s-h

L 1

M on-t
0

L 1

S on-t
0000

L 1

SU on-t
0020

L 1

M off-t
0

L 1

S off-t
0000

L 1
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H U[UP]、S[SHIFT] キーで OFF タイミ
ングディレー時間を変更します。

･単位 :ms

I M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

SU off-t
0010

L 1

M step
off

L 1

L 123. 4
123. 4
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5.9「0」付近でのふらつきをなくす

設定した値以下の入力値に対し計測値を「0」とする機能を「ゼロリミット」と呼びます。

入力値が設定した値以下となった場合、計測値を「0」にします。「0」付近での表示のふらつきや、ズ
レをなくしたい場合に有効です。

ゼロリミットは次のパラメータを設定します。

ゼロリミット値はゼロリミットが ON のときのみ設定できます。

※小数点は「小数点位置」の設定によります。

パラメータ設定手順

機能説明 ゼロリミット

入力調整レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

ゼロリミット
z-lim

on/off on: 有効
off: 無効

ゼロリミット値
lim-p

0～ 99 0 ～ 99( ※ )

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B 再度L[LEVEL] キーを 1回 (1 秒未満 )
押して入力調整レベルへ移ります。

1秒未満･レベル /バンク表示部に「L 1」が表
示されます。

C M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「z-lim」に切り替えます。

D S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり、SV 表示が点滅をは
じめます。

E U[UP] キーで設定値を「on」に変更
します。

･無効にする場合は設定値を「off」
にします。

･手順 Fで設定は完了です。

F M[MODE] キーを押して次のパラメー
タ「lim-p」に切り替えます。

･設定値が登録されます。

z-limL 1

(Z-LIM)

lim-pL 1

(LIM-P)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L tmg-h

「L 1」を表示

nomal
L 1

M z-lim
off

L 1

S z-lim
off

L 1

U z-lim
on

L 1

M lim-p
0

L 1

manual.book  29 ページ  ２００３年７月７日　月曜日　午前１１時５３分



機��能��と��操��作�

第 5章　機能と操作

5-30

G S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

H U[UP]、S[SHIFT] キーでゼロリミッ
ト値を変更します。

I M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

M lim-p
00

L 1

SU lim-p
10

L 1

M step
off

L 1

L 123. 4
123. 4
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5.10入力の平均化処理をおこなう

「平均化処理」はスパイクノイズなど変化の激しい入力値に対し表示や出力をスムーズにさせる機能で
す。

平均化処理の方式には「単純平均」と「移動平均」があり、いずれかを選択します。

また、平均化する入力値のサンプリング回数 (「平均回数」)も指定することができます。

単純平均は、表示の更新周期を長くしたい場合に有効です。

移動平均は、入力信号に重畳された周期的なノイズの除去に有効です。

平均回数を 4 回とした場合の「単純平均」「移動平均」それぞれのデータ更新周期の関係を次に示しま
す。

●単純平均

●移動平均

機能説明 平均化処理

入力調整レベル

電圧/電流入力�

0.5ms

平均�

サンプリング�

計測値および�
比較出力の更新�

0.5ms×平均回数（４回）�
＝2ms

平均� 平均� 平均�

電圧/電流入力�

0.5ms

0.5ms

サンプリング�

計測値および�
比較出力の更新�
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平均化処理は次のパラメータで設定します。

※平均化処理をしない場合は、平均種別「avg-t」を smpl、平均回
数「avg-n」を 1としてください。

パラメータ設定手順

パラメータ 設定値 設定値の意味

平均種別
avg-t

smpl 単純平均
move 移動平均

平均回数
avg-n

1 1
2 2
4 4
8 8
16 16
32 32
64 64
128 128
256 256
512 512
1024 1024

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを 1回 (1 秒未満 )押
して入力調整レベルへ移ります。

1秒未満･レベル /バンク表示部に入力調整レ
ベルを示す「L 1」が表示されます。

C M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「avg-t」に切り替えます。

D S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

E U[UP] キーで平均種別の設定値を変
更します。

F M[MODE] キーを押して次のパラメー
タ「avg-n」に切り替えます。　

･平均種別の設定値が登録されます。

avg-tL 1

(AVG-T)

avg-nL 1

(AVG-N)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L tmg-h

「L 1」を表示

nomal
L 1

M avg-t
smpl

L 1

S avg-t
smpl

L 1

U avg-t
move

L 1

M avg-n
1

L 1
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表示の更新周期を変更する→ P.5-62

G S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

H U[UP] キーで平均回数の設定値を変
更します。

I M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･平均回数の設定値が登録されます。

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

S avg-n
1

L 1

U avg-n
4

L 1

M tmg-h
nomal

L 1

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.11入力の急激な変化を検出する

入力信号の急激な変化分のみを検出する機能として、「前回平均値比較」があります。

前回平均値比較を利用すると、ゆるやかな変化は検出せず急激な変化だけを検出することができます。

上図のように、円柱体を回転させ、レーザ変異計で円柱体との距離を測定する場合、回転軸が偏心して
いると計測値の増加が偏心による物かバリによる物か判断できません。

●前回平均値比較を使用しない計測

●前回平均値比較を使用した計測

機能説明 前回平均値比較

高機能設定レベル

偏心している�

50mm
(+10V)

30mm
(-10V)

40mm
(0V)

比較値H

バリ�

360°�

0

比較値H

比較出力H

360°�
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前回平均値比較は、計測値を今回入力値と前回までの入力値の平均化された値との差とします。

(Vn は入力値、Cn は次回入力時に用いる比較値を示します。)

※前回平均値比較は、確定した計測値に対して行ないます。

･タイミングホールドがノーマル時：毎回行う。

･タイミングホールドがノーマル以外の時：ホールド値に対して行う。

前回平均値比較は次のパラメータで設定します。

パラメータ設定手順

測定回数 入力値 表示値 次回入力時の比較値

1 V1 V1-V1=0 C1=V1

2 V2 V2-C1 C2= (C1+V2)= (V1+V2)

3 V3 V3-C2 C3= (C2+V3)= (V1+V2)+ V3

4 V4 V4-C3 C4= (C3+V4)= (V1+V2)+ V3+ V4

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

n Vn Vn-Cn-1 Cn= (V1+V2)+ V3+ ･･･ + Vn

1
2
--- 1

2
---

1
2
--- 1

2
--- 1

2
---

1
2
--- 1

2
--- 1

2
--- 1

2
---

1
2n 1–
------------ 1

2n 1–
------------ 1

2
---

パラメータ 設定値 設定値の意味

前回平均値比較
hp-f

off 前回平均値比較無効
on 前回平均値比較有効

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

hp-fL f

(HP-F)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0
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強制ゼロ基準を補正する→ P.5-59

出力の OFF タイミングを遅らせる→ P.5-46

一旦出力された比較出力を保持する→ P.5-49

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを押して PV 表示を
「hp-f」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP] キーで設定値を変更します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメータ
に切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

SU

M

init

「L f」を表示
off

L f

M hp-f
off

L f

S hp-f
off

L f

U hp-f
on

L f

M bnk-c
off

L f

L cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4

参考�
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サンプリングホールドの前回平均値比較の例 

測定回数 入力値 表示値 次回入力時の比較値

1 4.0 4.0 － 4.0 ＝ 0 4.0

2 3.0 3.0 － 4.0 ＝－ 1.0 (4.0 ＋ 3.0) ＝ 3.5

3 4.5 4.5 － 3.5 ＝ 1.0 (3.5 ＋ 4.5) ＝ 4.0

4 3.0 3.0 － 4.0 ＝－ 1.0 (4.0 ＋ 3.0) ＝ 3.5

5 8.5 8.5 － 3.5 ＝ 5.0 (3.5 ＋ 8.5) ＝ 6.0

入力波形�

0[V]

ON

OFF
タイミング入力�

1
2
---

1
2
---

1
2
---

1
2
---
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5.12比較出力パターンを変更する

計測値と比較値を比較し、比較結果を出力します。その出力パターン
は次のパラメータで設定します。

●標準出力

●ゾーン出力

●レベル出力

※HH、H、L、LLのいずれかの出力もOFFのときPASS出力がONします。

初期設定レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

比較出力パターン
out-p

nomal 標準出力
zone ゾーン出力
level レベル出力

out-pL 0

(OUT-P)

計測値�

OFF
ON

比較値H
比較値HH

比較値L
比較値LL

出力HH
出力H
出力PASS
出力L
出力LL

計測値�

OFF�
ON�

比較値H
比較値HH

比較値L
比較値LL

出力HH
出力H
出力PASS
出力L
出力LL

計測値�

OFF�
ON�

比較値H
比較値HH

比較値L
比較値LL

出力HH
出力H
出力PASS
出力L
出力LL
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パラメータ設定手順

出力のチャタリングを防ぐ→ P.5-40

出力の OFF タイミングを遅らせる→ P.5-46

一定時間出力をおこなう→ P.5-43

出力の論理を反転する→ P.5-53

一旦出力された比較出力を保持する→ P.5-49

出力テストをおこなう→ P.5-73

PASS 出力に他の出力を割り当てる→ P.5-51

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「out-p」に切り替えます。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により、SV 表示が点滅をは
じめます。

D U[UP] キーで設定値を変更します。

E M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

F L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M out-p
nomal

L 0

S out-p
nomal

L 0

U out-p
zone

L 0

M cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.13出力のチャタリングを防ぐ

計測値が比較値付近でふらついた時、これにあわせて比較出力がチャタリングをします。ヒステリシス
の値を調整することにより、チャタリングを防ぐことができます。

ヒステリシス動作は、比較出力がONする値とOFFする値に一定の幅を設け、一旦ONすると一定幅以上の
計測値の変化があってはじめて OFF するという動作です。

比較値付近での計測値のふらつきによる比較出力のチャタリング防止に利用できます。

ヒステリシスは比較値 HHおよび Hに対しては、計測値が減少する方向に働き、比較値 LLおよび Lに対し
ては、計測値が増加する方向に働きます。

ヒステリシスは次のパラメータにて設定します。

※小数点は「小数点位置」の設定に従います。

機能説明 ヒステリシス

高機能設定レベル

比較値�

比較値�

計測値�

計測値�

チャタリングを除去�

比較出力�
（ヒステリシス未使用時）�

比較出力�
（ヒステリシス使用時）�

ヒステリシス幅�

HH/H

LL/L

HH/H

LL/L

比較値�

比較値�

出力�
出力�

ヒステリシス�

ヒステリシス�

パラメータ 設定値 設定値の意味

ヒステリシス
hys

0～ 9999 0 ～ 9999( ※ )

hysL f

(HYS)
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パラメータ設定手順

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法について
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「hys」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により、SV 表示が点滅をは
じめます。

G U[UP]、S[SHIFT] キーで設定値を変
更します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S
00000

L 0 amov

SU

M

init

「L f」を表示
off

L f

M hys
1

L f

S hys
0001

L f

SU hys
0050

L f

M off-d
0

L f

L cal
0

L 0
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J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

L 123. 4
123. 4
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5.14一定時間出力をおこなう

比較出力がONしてから一定時間後にOFFする機能を「ショット出力」
と呼びます。
タイミングホールドがノーマルでショット出力の設定値を10msとした
場合の動作は下図のようになります。

●タイミングホールドがノーマルの場合

●タイミングホールドがノーマルではない場合

計測更新タイミング時に、比較結果がONしていれば出力を行います。
( 比較結果が前回と同じでも、更新タイミングで再度出力を行いま
す。)
更新タイミング毎に出力されるため、異常発生回数をカウントする場
合などに使用可能です。

例 )サンプリングホールド

ショット出力の時間は次のパラメータでにて設定します。

ショット出力時間は内部演算時間です。実際の出力時間は設定時間に
対し次の時間が加算されます。

･リレー出力の場合：11ms 以下 (1ch　OFF → ON)

･トランジスタ出力の場合：1ms 以下 (1ch　OFF → ON)

高機能設定レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

ショット出力
shot

0～ 1999 0 ～ 1999ms

shotL f

(SHOT)

比較値H

比較値L

出力H
出力L

10ms 10ms

計測値�

比較値H

比較値L

TIMING信号�

計測値�

出力H

出力L

10ms 10ms10ms
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パラメータ設定手順

重要
off-d(出力オフディレィ)を

使用する場合は shot( ショッ

ト出力 ) の設定を「0」にして
ください。

「0」以外に設定すると off-d

(出力オフディレイ )は無効に
なります。

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法について
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「shot」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示

off

L f

M shot
0

L f

S shot
0000

L f

G U[UP]、S[SHIFT] キーで設定値を変
更します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

SU shot
0010

L f

M out-n
n-o

L f

L cal
0

L 0
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出力の OFF タイミングを遅らせる→ P.5-46

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.15出力の OFF タイミングを遅らせる

比較結果の OFF タイミングを遅らせる機能を「出力オフディレイ」と
呼びます。

off-d(出力オフディレィ)に対し、shot(ショット出力)が優先され
ます。shot(ショット出力)を「0」以外に設定するとoff-d(出力オ
フディレィ)の設定値にかかわらずoff-d(出力オフディレィ)は無効
になります。

計測値が変化し、今まで ON であった比較結果が OFF になった時、出力オフディレイのパラメータで設定
した時間だけ比較出力を持続します。

計測値が高速で変化すると比較出力の ON 時間が短くなる場合があります。比較出力信号を外部機器で取
り込んでいる場合、短い信号では取りこぼしが発生する恐れがあります。
この様なとき、出力オフディレイを利用することにより一定時間以上の比較出力信号値を出力すること
ができます。

出力オフディレイ時間は次のパラメータにて設定します。

パラメータ設定手順

高機能設定レベル

機能説明 出力オフディレイ

パラメータ 設定値 設定値の意味

出力オフディレイ
off-d

0～ 1999 0 ～ 1999ms

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

off-dL f

(OFF-D)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示
off

L f
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一定時間出力をおこなう→ P.5-43

一旦出力された比較出力を保持する→ P.5-49

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表
示を「off-d」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP]、S[SHIFT] キーで設定値を変
更します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

M off-d
0

L f

S off-dL f
0000

SU off-d
0050

L f

M shot
0

L f

L cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.16計測状態を保持する

HOLD入力を ONしている間、計測値、Max値、Min値、出力状態を保持
することができます。

･ HOLD 入力が ON したタイミングでそのときの計測値を保持しま
す。

･ HOLD 入力が OFF すると、その時の計測値に復帰します。

･ HOLD 入力中は、RESET 入力、バンク切替によるバンク No. 切替以
外の信号は受け付けません。

･未計測状態、センサエラー、オーバーフロー時に HOLD 入力が ON
された場合は、その状態を保持します。

･ HOLD 入力中、強制ゼロは受け付けられません。

LL/L

HH/H

HOLD入力�

HH/H

LL/L

比較値�

比較値�

出力�

出力�
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5.17一旦出力された比較出力を保持する

一旦出力された比較出力を保持する機能を「出力更新停止」と呼びま
す。比較出力が保持されている状態では、比較出力ステータスや表示
色も保持されますが、計測は継続して行われます。

出力更新停止「o-stp」がONの場合、比較出力が一旦出力されるとそ
の出力が保持され、それ以降の異なる比較出力やセンサエラーは出力
されません。

リセット操作により「出力更新停止」は解除されます。

･リセット操作→ P.5-21

●出力更新停止が ON の時の比較出力例

パラメータ設定手順

高機能設定レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

出力更新停止
o-stp

on 有効
off 無効

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

o-stpL f

(O-STP)

L

H

HH

H

HH

L

RESET

比較値�

比較値�

比較値�

ONしない�

出力�

出力�

出力�

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0
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D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表
示を「o-stp」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP] キーで設定値を変更します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

SU

M

init

「L f」を表示

off
L f

M o-stpL f

off

S o-stpL f

off

U o-stpL f
on

M t-zr
off

L f

L cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4
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5.18PASS 出力に他の出力を割り当てる

出荷時の初期設定では、PASS出力端子からの出力はPASSとなります。
「PASS 出力変更」パラメータ設定値を変更することにより PASS 以外
の比較出力ステータスの内容やエラーをPASS出力端子より出力させる
ことができます。(出力端子に PASS がある場合に有効 )

※入力異常エラーを割り付ける場合は「入力異常時動作」のパラメー
タを s.errにしてください。「入力異常時動作」パラメータが OFF ま
たはOVERのままの場合、入力異常状態になっても入力異常エラーが発
生しないため割り付けられた出力は出ません。

･「入力異常時動作」パラメータを s.errにする→ P.5-24

パラメータ設定手順

高機能設定レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

PASS 出力変更
pass

ll LL
l L

pass PASS
h H
hh HH
err 入力異常エラー (※ )

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

passL f

(PASS)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示

off
L f
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E M[MODE] キーを押して PV 表示を
「pass」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP] キーで設定値を変更します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

M pass
pass

L f

S pass
pass

L f

U pass
h

L f

M hys
1

L f

L cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4
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5.19出力の論理を反転する

比較結果に対する比較出力の論理を次のパラメータで設定します。
ただし、実出力が反転するだけで、比較出力ステータスの動作論理は
反転しません。

パラメータ設定手順

高機能設定レベル

パラメータ 設定値

動作

比較結果 比較出力
ステータス 比較出力

出力非励磁
out-n

n-o ON ON ON

OFF OFF OFF
n-c ON ON OFF

OFF OFF ON

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「out-n」に切り替えます。

out-nL f

(OUT-N)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示

off

L f

M out-n
n-o

L f
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F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP] キーで設定値を変更します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

S out-n
n-o

L f

U out-n
n-c

L f

M o-stp
off

L f

L cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4
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5.20現在の計測値を基準「0」にする

現状の計測値を強制的に「0」にする機能を「強制ゼロ」機能と呼びます。

風袋や容器の重量をキャンセルして中身だけの重量で比較判定したい場合などに利用できます。

強制ゼロを解除すると、実際の計測値表示に戻ります。

計測中に強制ゼロを実行 /解除した場合の計測値の変化は次の通りです。

･強制ゼロを実行しても Max 値や Min 値は初期化されません。

･表示範囲オーバーやセンサエラーが発生している時、計測をしていない時は強制ゼロの実行はできま
せん。(解除は可能。ただし RESET 入力中は除く )

･強制ゼロ、強制ゼロ解除操作は形K3HB-Sの内部不揮発性メモリに記憶されるため、電源を再投入しても
状態を保持しています。

強制ゼロ実行 /解除の方法は、キー操作による方法と ZERO 入力による方法の 2通りがあります。

●キー操作による方法

< 実行 >現在値表示中にU[UP] キーを押すと強制ゼロが実行されます。(1 秒未満のキー操作 )
< 解除 >1 秒以上U[UP] キーを押し続けると解除されます。

● ZERO 入力による方法

< 実行 >ZERO 入力を ON した時の立ち上がりで強制ゼロが実行されます。(1 秒未満の ZERO 入力 ON)
< 解除 >ZERO 入力を 1秒以上 ON すると強制ゼロが解除されます。

強制ゼロ基準での現在計測値を更に「0」にする→ P.5-56
( ティアゼロ )

キー操作による強制ゼロを禁止する→ P.5-82
( キープロテクト )

機能説明 強制ゼロ

0

UPキー�
ZERO入力�

1秒�

計測値�

実行�
実行�

解除�

シフト値�
シフト値�

90000

12.3 U

90000

0.0

U

U
（実行）�

ZEROが点灯�ZEROが消灯�

１秒以上（強制ゼロ解除）�

強制ゼロ実行後、さらに�
強制ゼロを実行することが�
できます。�

参考�
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5.21強制ゼロ基準での現在計測値を更に「0」する

強制ゼロ基準での現在計測値を更に「0」にシフトする機能を「ティアゼロ」機能と呼びます。

以下の例に示す様に、2種類の混合物をそれぞれ計量する場合に有効です。

･ティアゼロが実行中であるか解除中であるかの情報およびティアゼロ実行時のシフト値は電断時にメモ
リに保存されません。(ティアゼロ状態で電断があった場合、電源復帰時、強制ゼロ状態になります。)

･表示範囲オーバーやセンサエラーが発生している時、計測をしていない時は強制ゼロの実行はできま
せん。(解除は可能。ただし RESET 入力中は除く )

ティアゼロの実行 /解除の方法はキー操作による方法と ZERO 入力による方法の 2通りがあります。

●キー操作による方法

< 実行 >強制ゼロ実行中の状態で現在値表示中にU[UP] キーを押すとティアゼロが実行されます。
<解除 >1 秒間押し続けるとティアゼロが解除されます。(更に 1秒間押し続けると強制ゼロ解除 )

● ZERO 入力による方法

< 実行 >強制ゼロ実行中の状態で ZERO 入力を ON した時の立ち上がりでティアゼロが実行されます。
<解除 >ZERO 入力を 1秒間 ON するとティアゼロが解除されます。(更に 1秒間 ON すると強制ゼロ解除 )

機能説明 ティアゼロ

高機能設定レベル

強制ゼロ状態�
ティアゼロ状態�

UPキー�
ZERO入力�

計測値�

秤のズレ�

強制ゼロ� ティアゼロ� ティアゼロ� ティアゼロ解除� 強制ゼロ解除�

秤のズレ＋容器の重量�
材料Ａの重量�

材料Ａ�

材料Ｂの重量�

秤のズレ＋容器の重量�
＋材料Ａ＋Ｂの重量�

材料Ａ＋Ｂの重量�

２秒�
１秒�

材料Ｂ�

U

90000

12.3
90000

0.0
90000

0.0U
U

U

U

T-Zが消灯� T-ZRが消灯�

ティアゼロ実行後、�
さらにティアゼロを�
実行することができます。�

T-ZRが点灯�

（実行）�

１秒以上�
（ティアゼロ解除）�

２秒以上（強制ゼロ解除）�

ZEROが消灯� ZEROが点灯�

（実行）�
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ティアゼロは次のパラメータにより設定します。

パラメータ設定手順

パラメータ 設定値 設定値の意味

ティアゼロ
t-zr

on ティアゼロ有効
off ティアゼロ無効

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「t-zr」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP] キーで設定値を「on」に変更
します。

･ティアゼロを OFF にする場合は設定
値を「off」にします。

t-zrL f

(T-ZR)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示
off

L f

M t-zr
off

L f

S t-zr
off

L f

U t-zr
on

L f
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現在の計測値を基準「0」にする (強制ゼロ )→ P.5-55

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

M z-trm
off

L f

L cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.22強制ゼロ基準を補正する

強制ゼロ実行中に良品の計測値(PASSデータ)をもとに強制ゼロのシフト値に補正をかける機能を「ゼロ
トリミング」機能と呼びます。

タイミングホールドの設定がサンプリングホールド、ピークホールド、ボトムホールドの時にこの機能
が利用できます。

ゼロトリミングはタイミングホールドのパラメータがサンプリングホールド、ピークホールド、ボトム
ホールドの時に使用できます。

ゼロトリミングのアルゴリズムは次のようになります。

【活用例】リニアセンサの温度ドリフト吸収

室温が低い朝一番に基準器をリニアセンサで計測し、強制ゼロを実行します。以後、ワークを計測する
間に徐々に室温が上昇しリニアセンサの温度特性により計測値も徐々に変動してしまいます。

このような緩やかな変動をゼロトリミング機能により補正することができます。

ゼロトリミングは次のパラメータにより設定します。

機能説明 ゼロトリミング

高機能設定レベル

PASS=OFF

PASS=ON

計測値Ａを算出�

比較判定�

強制ゼロ値：ZRn�
表示値：Ｄ＝A-ZRn

強制ゼロ値補正�
ZRn+1 ＝ α× ZRn   ＋（１－α）×A�
α：過去のゼロ値の重み（=0.9）�

パラメータ 設定値 設定値の意味

ゼロトリミング
z-trm

on ゼロトリミング ON
off ゼロトリミング OFF

z-trmL f

(Z-TRM)
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パラメータ設定手順

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「z-trm」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP] キーで設定値を「on」に変更
します。

･ゼロトリミングを OFF にする場合は
設定値を「off」にします。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示
off

L f

M z-trm
off

L f

S z-trm
off

L f

U z-trm
on

L f

M hp-f
off

L f

L cal
0

L 0
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現在の計測値を基準「0」にする (強制ゼロ )→ P.5-55

J L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.23表示の更新周期を変更する

計測値が高速で変化した場合、それにともない表示が変化するため、
ちらつきがおこり見づらくなります。このような時、表示の更新周期
を遅くすることによって、ちらつきを抑え見やすくすることができま
す。表示の更新周期は次のパラメータで設定することができます。

パラメータ設定手順

入力の平均化処理をおこなう→ P.5-31

入力の急激な変化を検出する→ P.5-34

表示調整レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

表示リフレッシュ周期
d.ref

off 50ms 毎
0. 5 0.5 秒毎
1 1 秒毎
2 2 秒毎
4 4 秒毎

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを何度か押して表示調
整レベルに移ります。

･レベル /バンク表示部に「L 2」が表
示されます。

C M[MODE] キーを押して PV 表示を
「d.ref」に切り替えます。

D S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

E U[UP] キーで設定を変更します。

F M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

G L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

d. refL 2

(D.REF)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L sv. dsp
off

「L 2」を表示

L 2

M d. ref
off

L 2

S d. ref
off

L 2

U d. ref
2

L 2

M color
grn-r

L 2

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.24Max 値、Min 値を保持する

計測中の Max 値と Min 値は保持されます。

･電源 OFF 時、RESET 入力時、◇ [MAX/MIN] キーを 1秒押した時、
S-TMR 入力時、調整レベル･プロテクトレベルを除くレベルから
運転レベルへ戻った時に Max 値、Min 値はリセットされます。

･強制ゼロまたはティアゼロの実行時、解除時は Max 値、Min 値の
更新は行いません。

● Max 値、Min 値の表示切替

運転レベルで◇ [MAX/MIN] キーを押すごとに PV 表示部が現在値→ Max 値→ Min 値→現在値の順に切り替
わります。

※入力異常時動作 (s. err) が s. errの場合、センサエラーが発生すると Max値、Min値に a.errまたは b.

errが保持されます。
エラーの内容はMax値およびMin値表示にて確認することができます。a. errおよび b. errはRESET入
力をするまたは◇ [MAX/MIN] キーを 1秒以上押すと解除されます。

● Max 値、Min 値のリセット

運転レベルで◇ [MAX/MIN] キーを 1秒以上押しつづけると Max 値、Min 値がリセットされます。

通常表示される値を Max 値や Min 値にする→ P.5-64

 

 

 

 

Max値�

Min値�

計測状態�

電源�

初期処理中� 初期処理中�

 

 

 

     
  

計測中�

計測中�

計測中� 計測中�計測停止�

90000

Max

1234.5
90000

3012.6
90000

985.7
◇�◇� ※� ※�

◇�
Min

MIN値�MAX値�現在値�

参考�
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5.25通常表示される値を Max 値や Min 値にする

電源投入後、運転レベルへの移行直後、運転レベルや調整レベルでの
表示自動復帰後の PV 表示の値を「現在値」「Max 値」「Min 値」のい
ずれかに設定することができます。

「表示値選択」は次のパラメータで設定します。

パラメータ設定手順

比較値を表示 /非表示にする→ P.5-66

ポジションメータをつかう→ P.5-69

表示自動復帰時間を変更する。→ P.5-62

表示調整レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

表示値選択
disp

pv 現在値
max Max 値
min Min 値

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを何度か押して表示調
整レベルに移ります。

･レベル /バンク表示部に表示調整レ
ベルを示す「L 2」が表示されます。

C M[MODE] キーを押して PV 表示を
「disp」に切り替えます。

D S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

E U[UP] キーで設定値を変更します。

F M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

G L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

dispL 2

(DISP)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L sv. dsp
off

「L 2」を表示

L 2

M disp
pv

L 2

S disp
pv

L 2

U disp
max

L 2

M ret
10

L 2

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.26最小桁の変化幅を決める

表示の最小桁の変化ステップは次のパラメータで設定します。

パラメータ設定手順

入力調整レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

跳び値
step

off

下図参照
2

5

10

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを 1回 (1 秒未満 )押
して入力調整レベルへ移ります。

1秒未満･レベル /バンク表示部に入力調整レ
ベルを示す「L 1」が表示されます。

C M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「step」に切り替えます。

D S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により、SV 表示が点滅をは
じめます。

E U[UP] キーで設定値を変更します。

F M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

G L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

stepL 1

(STEP)

最
小
桁
表
示�

測定値�

設定値  off

設定値    2

設定値    5

設定値  10

0        1        2        3        4        5        6        7        8        9      10

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

100 2 4 6 8

0 5 10

0 10

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L tmg-h

「L 1」を表示

nomal

L 1

M step
off

L 1

S step
off

L 1

U step
2

L 1

M avg-t
smpl

L 1

L 123. 4
123. 4
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5.27比較値を表示 /非表示にする

運転中SV表示に比較値を表示させたり表示しないようにすることがで
きます。

次のパラメータで設定します。

「比較値表示」を OFFにすると運転レベル中、10秒経過後に比較値の
表示が消灯します。比較値消灯中いずれかのキー操作をすると比較値
が表示されます。

パラメータ設定手順

表示調整レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

比較値表示
sv.dsp

off 比較値を非表示
on 比較値を表示

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを何度か押して表示調
整レベルに移ります。

･レベル /バンク表示部に表示調整レ
ベルを示す「L 2」が表示されます。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP] キーで設定値を変更します。

E M[MODE] キーを押して次のパラメータ
に切り替えます。

･設定値が登録されます。

F L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

sv. dspL 2

(SV.DSP)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L

「L 2」を表示

L 2 sv. dsp
off

S sv. dsp
off

L 2

U sv. dsp
on

L 2

M d. ref
off

L 2

L 123. 4
123. 4
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5.28表示色を変更する

運転レベル、調整レベル、プロテクトレベルで運転中に、比較結果が
PASS から HH、H、L、LL になった時や入力異常が発生した時に、PV 表
示の色を切り替えることができます。

この機能を「表示色切替」と呼び、その切り替えパターンは次のパラ
メータで設定します。

※比較出力 HH/H/L/LLのいずれか、あるいは入力異常のステータス

OFF:HH/H/L/LLすべての比較出力が OFF で入力異常なし。
ON :HH/H/L/LLいずれかの比較出力が ON、または入力異常あり。

パラメータ設定手順

表示調整レベル

パラメータ 設定値 ステータス
※ PV 表示の色

表示色切替
color

grn-r OFF 緑

ON 赤
grn OFF

緑
ON

red-g OFF 赤

ON 緑
red OFF

赤
ON

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを何度か押して表示調
整レベルに移ります。

･レベル /バンク表示部に表示調整レ
ベルを示す「L 2」が表示されます。

C M[MODE] キーを押して PV 表示を
「color」に切り替えます。

D S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

E U[UP] キーで設定値を変更します。

colorL 2

(COLOR)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L sv. dsp
off

「L 2」を表示

L 2

M color
grn-r

L 2

S color
grn-r

L 2

U color
red-g

L 2

manual.book  67 ページ  ２００３年７月７日　月曜日　午前１１時５３分



機��能��と��操��作�

第 5章　機能と操作

5-68

出力テストをおこなう→ P.5-73

F M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

G L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

M disp
pv

L 2

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.29ポジションメータをつかう

フロントパネル右に設けられた 20 段階に分けられたメータを「ポジ
ションメータ」と呼び、ポジションメータ上限値、下限値で設定した
任意のレンジに対する表示中の値(現在値、Max値、Min値)の位置を
示します。
ポジションメータ上限値、下限値は任意の範囲ですることができま
す。

ポジションメータの表示パターンは次のパラメータで設定します。

※　小数点は「小数点位置」パラメータの設定に従います。
※※ポジションメータ上限値、下限値で設定した範囲において表示値
がその中心からどの程度ずれているか (偏差 )を表します。

※ポジションメータ上限値の設定値よりポジションメータ下限値の設
定値が小さい場合、上の表示から上下が逆転した表示になります。

表示調整レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

ポジションメータ種別
pos-t

off ポジションメータ非表示
inc 増加

inc-r 増加 (反転 )
dev 偏差※※

dev-r 偏差 (反転 )

ポジションメータ上限値
pos-h

:9999～
99999

-19999 ～ 99999( ※ )

ポジションメータ下限値
pos-l

:9999～
99999

-19999 ～ 99999( ※ )

ポジションメータ
種別 増加 増加

(反転 ) 偏差 偏差
(反転 )

ポジションメータ
上限値

ポジションメータ
下限値

pos-tL 2

(POS-T)

pos-lL 2

(POS-L)

pos-hL 2

(POS-H)

減
少�

増
加�

現
在
値�

現在値：40

減
少�

増
加�

現
在
値�

現在値：40

減
少�

増
加�

現
在
値�

現在値：70

減
少�

増
加�

現
在
値�

現在値：70
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パラメータ設定手順

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを何度か押して表示調
整レベルに移ります。

･レベル /バンク表示部に表示調整レ
ベルを示す「L 2」が表示されます。

C M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「pos-t」に切り替えます。

D S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

E U[UP] キーでポジションメータ種別
の設定を変更します。

F M[MODE] キーを押して次のパラメー
タ「pos-h」に切り替えます。

･ポジションメータ種別のパラメータ
が登録されます。

G S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

H U[UP]、S[SHIFT] キーでポジション
メータ上限値の設定を変更します。

I M[MODE] キーを押して次のパラメー
タ「pos-l」に切り替えます。

･ポジションメータ上限値のパラメー
タが登録されます。

J S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじ
めます。

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L sv. dsp
off

「L 2」を表示

L 2

M pos-t
inc

L 2

S pos-t
inc

L 2

U
der

L 2 pos-t

M pos-h
99999

L 2

S pos-h
99999

L 2

SU
10000

L 2 pos-h

M pos-l
:9999

L 2

S
:9999

L 2 pos-l
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K U[UP]、S[SHIFT] キーでポジション
メータ下限値の設定を変更します。

L M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･ポジションメータ下限値のパラメー
タが登録されます。

M L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

SU pos-l
:0000

L 2

M sv. dsp
off

L 2

L 123. 4
123. 4
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5.30通常表示に自動復帰させる

運転レベルおよび調整レベル内で表示切替を行った後、キー操作を行
わないと自動的に電源投入時に表示される内容に復帰します。設定に
より表示自動復帰までの時間を変更したり自動復帰を無効にすること
ができます。

次のパラメータにて設定します。

パラメータ設定手順

表示調整レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

表示自動復帰
ret

0～ 99 0 ～ 99 秒
0 に設定すると表示自動復帰
は行いません。

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを何度か押して表示調
整レベルに移ります。

･レベル /バンク表示部に表示調整レ
ベルを示す「L 2」が表示されます。

C M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「ret」に切り替えます。

D S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

E U[UP]、S[SHIFT] キーで設定値を変
更します。

F M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

G L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

retL 2

(RET)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L

「L 2」を表示

L 2 sv. dsp
off

M ret
10

L 2

S ret
10

L 2

SU
03

L 2 ret

M pos-t
inc

L 2

L 123. 4
123. 4

manual.book  72 ページ  ２００３年７月７日　月曜日　午前１１時５３分



機��能��と��操��作�

5.31 出力テストをおこなう

5-73

5.31出力テストをおこなう

キー操作で模擬的に計測値を設定し、設定した比較値に対する比較出
力動作を確認する機能を「出力テスト」と呼びます。

模擬的な計測値は次のパラメータで設定します。

パラメータ設定手順

出力テストレベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

模擬入力

off 出力テスト無効

:9999～
99999

-19999 ～ 99999

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを何度か押して出力テ
ストレベル「test」に移ります。

･レベル/バンク表示部に出力テストレ
ベルを示す「L t」が表示されます。

C S[SHIFT] キーを押します。

･出力テスト状態に移行した時、擬似
入力は「0」となります。

D U[UP]、S[SHIFT] キーで設定値を変
更します。

･U[UP] キーで設定値が増加します。

･S[SHIFT] キーで設定値が減少しま
す。

･キーを押しつづけると設定値が高速
で変化します。

E 出力テストが終わったらL[LEVEL]
キーを 1秒以上押して運転レベルに戻
ります。 1秒以上

testL t

(TEST)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L test
off

「L t」を表示

L t

S test
0

L t

SU test
1234

L t

L 123. 4
123. 4
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5.32比較値バンクをつかう

形 K3HB-S には比較値の組を予め設定しておくエリア ( バンク ) を 8 つ持っています。これらを切り替え
ることにより比較値の変更が簡単に行えます。
この機能を「バンク切替」と呼びます。

バンクに比較値 HH、H、L、LLをまとめて設定します。バンク 0 ～ 7 まで全部で 8 つのバンクに比較値を
設定しておくことができます。バンクの切替は全面キーまたは入力によって行うことができます。

*バンクコピー機能を使えば、1つのバンクに設定した比較値を全バンクにコピーすることができます。

■ 1. バンク切替方法を指定する
バンク切替をするにはまず、バンク切替方法を指定します。( バンク
切替方法を指定することによってバンク切替機能が有効になります。
バンク切替を有効にしないと各バンクの設定値を設定することができ
ません。)

バンク切替方法は次のパラメータにて設定します。

※ 1. イベント入力によるバンク切替はできません。

※ 2. キー操作によるバンク切替はできません。
イベント入力がコネクタタイプの時に利用できます。
イベント入力（BANK1、2、4）のON/OFFとバンクNo.の関係は次
の通りです。

機能説明 バンク切替

高機能設定レベル /比較値レベル

パラメータ 設定値 設定値の意味

バンク切替
bnk-c

off バンク切替無効

key
キー操作によるバンク切替

(※ 1)

ev

イベント入力による
バンク切替
(※ 2)

バンク No.
外部端子

BANK1 BANK2 BANK4

0 OFF OFF OFF

1 ON OFF OFF

2 OFF ON OFF

3 ON ON OFF

4 OFF OFF ON

5 ON OFF ON

6 OFF ON ON

7 ON ON ON

bnk-cL f

(BNK-C)
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パラメータ設定手順

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「bnk-c」に切り替えます。

F S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

G U[UP] キーで設定値を変更します。

H M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示
off

L f

M bnk-c
off

L f

S bnk-c
off

L f

U bnk-c
key

L f

M s-tmr
0. 0

L f
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ワンポイント*

* バンク切替を OFF 以外に設定すると、運転レベル HH、H、L、LLで設定した比較値がバンク 0 の
HH、H、L、LLに登録されます。

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

「B」が点灯しバンクが
有効になったことを示
します。

L 123. 4
123. 4

B
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■ 2. 各バンクの比較値を設定する
バンク切替の方法を指定したら次に各バンクに比較値を設定します。

比較値は次のパラメータにて設定します。

※ 0～ 7

小数点は「小数点位置」パラメータの設定に従います。

パラメータ設定手順

パラメータ 設定値 設定値の意味

比較値 *HH
sv*.hh

:9999～
99999

-19999 ～ 99999

比較値 *H
sv*.h

:9999～
99999

-19999 ～ 99999

比較値 *L
sv*.l

:9999～
99999

-19999 ～ 99999

比較値 *LL
sv*.ll

:9999～
99999

-19999 ～ 99999

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを何度か押して比較値
レベルに移ります。

･レベル /バンク表示部に比較値レベ
ルを示す「L 4」が表示されます。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP] キーで設定をしたいバンクを
選びます。

E M[MODE] キーを押します。

･手順 Dで選んだバンクが設定できる
状態になります。

F M[MODE] キーを何度か押して変更し
たい比較値を選びます。

G S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

sv*. hhL 4

(SV*.HH)

sv. bnkL 4

(SV.BNK)

copyL 4

(COPY)

sv*. llL 4

(SV*.LL)
*0～ 7

sv*. lL 4

(SV*.L)

sv*. hL 4

(SV*.H)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L sv. bnk

「L 4」を表示
0

L 4

S sv. bnk
0

L 4

U sv. bnk
1

L 4

M sv1. hh
99999

L 4

M sv1. h
99999

L 4

S sv1. h
99999

L 4
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バンクの比較値をコピーする→ P.5-79

H U[UP]、S[SHIFT] キーで設定値を変
更します。

I M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･手順 Hで変更したパラメータが登録
されます。

J M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「copy」にします。

K S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

L U[UP] キーで設定値を変更します。

M M[MODE] キーを押して次のパラメー
タ「sv. bnk」に切り替えます。

N L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

SU sv1. h
10000

L 4

M sv1. l
:9999

L 4

同一バンク内の他の比較値
を変更する場合は手順 F ～ I
を繰り返します。

バンク内の全比較値の設
定終了。

このバンクの内
容を全バンクへ
コピーしたい場
合は手順 J へ進
んでください。

他のバンクの比
較値を設定した
い場合は手順 D
へ進んでくださ
い。

バンクの比較値
を終わる場合は
手順 N へ進んで
ください。

M copy
off

L 4

S copy
off

L 4

U
on

L 4 copy

M sv. bnk
0

L 4

コピーしたバンクのパラメー
タを修正する場合は手順 Dへ進
んでください。

バンクの比較値設定を終わる
場合は手順 N へ進んでくださ
い。

L 123. 4
123. 4

参考�
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5.33バンクの比較値をコピーする

0 ～ 7 のいずれかのバンクを指定し、その中の比較値の組を全バンク
にコピーする機能で「バンクコピー」と呼びます。

パラメータ設定手順

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B L[LEVEL] キーを何度か押して比較値
レベルに移ります。

･レベル /バンク表示部に比較値レベ
ルを示す「L 4」が表示されます。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP] キーでコピー元のバンクを選
びます。

E M[MODE] キーを押して次のバラメー
タに切り替えます。

･必要により比較値 HH、H、L、LLの値
を変更します。

F M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「copy」に切り替えます。

G S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

H U[UP] キーで SV 表示を「on」にしま
す。

I M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･これで手順 Dで選んだコピー元のバ
ンクの比較値が全てのバンクにコ
ピーされました。

copyL 4

(COPY)

L cal
0

「L 0」を表示

L 0

L sv. bnk

「L 4」を表示
0

L 4

S sv. bnk
0

L 4

U sv. bnk
1

L 4

M sv1. hh
10000

L 4

M copy
off

L 4

S copy
off

L 4

U copy
on

L 4

M sv. bnk
0

L 4
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5.34全設定値を初期化する

重要* 工場出荷状態から再度設定をやり直したい場合に利用できます。工場
出荷時の値については巻末の「パラメータリスト」をご覧ください。

パラメータ設定手順

*この操作をすると全てのパラメータが工場出荷時の内容に戻り現在の設定内容が失われます。操
作の前に巻末の「パラメータリスト」などをご利用になり、現在の設定値を記録しておくこと
をおすすめします。

A 運転レベルでL[LEVEL] キーを 3秒以
上押して初期設定レベルへ移ります。

3秒以上･レベル /バンク表示部に初期設定レ
ベルを示す「L 0」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して PV 表示
を「amov」に切り替えます。

･出荷時の初期状態では設定レベルプ
ロテクトによりこのパラメータは表
示されません。
プロテクト解除の方法については
「キー操作を制限する」(P.5-82) を
参照ください。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

D U[UP]、S[SHIFT] キーでパスワード
「-0169」を設定しM[MODE] キーを
押して高機能設定レベルへ移ります。

･レベル/バンク表示部に高機能設定レ
ベルを示す「L f」が表示されます。

E S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態により SV 表示が点滅をはじ
めます。

F U[UP] キーで SV 表示を「on」にしま
す。

G M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替え、初期化を実行します。

･設定値が登録されます。

initL f

(INIT) L cal
0

「L 0」を表示

L 0

M amov
0

L 0

S amov
00000

L 0

SU

M

init

「L f」を表示
off

L f

S init
off

L f

U init
on

L f

M pass
pass

L f
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H L[LEVEL] キーを 1秒以上押して初期
設定レベルに戻ります。

1秒以上

I L[LEVEL] キーを 1秒以上押して運転
レベルに戻ります。

1秒以上

L cal
0

L 0

L 123. 4
123. 4
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5.35キー操作を制限する

キー操作によるレベル移行やパラメータの変更を制限する機能として
「キープロテクト」があります。キープロテクトには 4 つの種類があ
り、それぞれのプロテクトのパラメータと設定値、それによる制限内
容は次の通りです。○ :許可 /× : 禁止

●運転 /調整プロテクト
(運転レベルでのキー操作、調整レベルへの移行制限 )

●設定レベルプロテクト ( 各レベルへの移行制限 )

●設定変更プロテクト (キー操作での設定変更を制限 )

※但し、プロテクトレベルの全てのパラメータと高機能設定レベル移
行と校正レベル移行は全て変更許可となります。

プロテクトレベル

パラメータ 設定値

制限内容

運転レベル
調整レベル
への移行現在値

表示
比較値
変更

運転 /調整プロテクト
run.pt

0 ○ ○ ○
1 ○ ○ ×
2 ○ × ×

パラメータ 設定値

制限内容

初期設定
入力調整、
表示表製、
比較値、
出力テスト
レベルへの
移行

高機能設定
レベルへの
移行

設定レベルプロテクト
set.pt

0 ○ ○

1 ○ ×

2 × ×

パラメータ 設定値 制限内容

設定変更プロテクト
wt.pt

off キー操作での設定変更 :許可
on キー操作での設定変更 :禁止

run. ptL p

(RUN.PT)

zr. ptL p

(ZR.PT)

wt. ptL p

(WT.PT)

set. ptL p

(SET.PT)
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●ゼロプロテクト
(キー操作での強制ゼロ、ティアゼロの実行と解除を制限 )

パラメータ設定手順

パラメータ 設定値 制限内容

ゼロプロテクト
zr.pt

off キー操作での強制ゼロ、
ティアゼロの実行 /解除

許可
on キー操作での強制ゼロ、

ティアゼロの実行 /解除
禁止

A 運転レベルでL[LEVEL]+M[MODE]
キーを 3秒以上押してプロテクトレベ
ルへ移ります。 3秒以上

･レベル/バンク表示部にプロテクトレ
ベルを示す「L p」が表示されます。

B M[MODE] キーを何度か押して目的の
プロテクトを表示させます。

※表示は「設定変更プ
ロテクト」の例を示し
ています。

C S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

D U[UP] キーで SV 表示を変更します。

E M[MODE] キーを押して次のパラメー
タに切り替えます。

･設定値が登録されます。

F L[LEVEL]+M[MODE] キーを 1秒以上
押して運転レベルに戻ります。

1秒以上

ML run. pt

「L p」を表示

0

L p

M wt. pt
off

L p

S wt. pt
off

L p

U wt. pt
on

L p

M zr. pt
off

L p

ML 123. 4
123. 4
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第 6 章 ユーザ校正

6.1 ユーザ校正について ................................... 6-2
6.2 ユーザ校正の操作 ..................................... 6-4
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6.1 ユーザ校正について

形K3HB-Sは、工場出荷時に正しく校正されているので通常はお客様で
の校正は不要です。

形K3HB-Sではアナログ入力を校正する機能を持っていますので、お客
様での校正が必要な場合にお使いいただけます。
ただし、ユーザ校正の結果については弊社では補償しかねますのでご
了承ください。

また、校正データは校正するたびに最新のものに上書きしますので、
ユーザ校正後は工場出荷時のデータには戻せませんのでご注意くださ
い。

校正のための計測器および設備は、別途ご用意ください。また、計測
器および設備のお取扱については、それぞれに付属の取扱説明書をご
覧ください。
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校正の流れ ユーザ校正は次のようなフローで実施します。

演算式に「A」が含まれる場合は入力 A について、演算式に「B」が含
まれる場合は入力 Bについて行います。
演算式に「A」「B」両方が含まれる場合は入力 A と入力 B の両方につ
いて行います。

このフローで校正できるのは、「入力種別A」または「入力種別B」で
選択されている入力種別に関してです。
その他の入力種別について校正する場合には、初期設定レベルの「入
力種別A」または「入力種別B」で目的の入力種別に切り替えた後に再
度上記のフローに従って校正操作をしてください。

校正器と入力Aを接続し電源投入�

校正レベルへ移行�

エージング�

入力Aの校正上限値を「仮登録」�

入力Aの校正下限値を「仮登録」�

仮登録した入力A校正値の「登録」�

入力Bの校正上限値を「仮登録」�

校正値と入力Bを接続する�

入力Bの校正下限値を「仮登録」�

仮登録した入力B校正値の「登録」�

電源を再投入し運転レベルで�
動作チェック�

実稼働�

演算式に入力Aを含まない�

演算式に�
入力Aを含む�

演算式に�
入力Bを含む�

演算式に入力Bを含まない�

再度校正�

校正終わり�
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第 6 章　ユーザ校正

6-4

6.2 ユーザ校正の操作

■ 校正器との接続
校正する入力種別に合わせて、入力端子に校正器 ( 基準電圧発生器ま
たは基準電流発生器 )を接続します。

校正器には、形K3HB-Sの確度に対して十分な精度を持つものをご使用
ください。

■ キー操作手順
以下の手順に従って操作してください。

校正レベルへ移行 パラメータ操作手順

･パラメータのキャラクタは、「cmov」です。

･変更状態になり SV 表示が点滅をはじめます。

･パスワードが正しければ、校正レベルへ移ります。

･パスワードが正しくなければ、高機能設定レベルのまま次のパラ
メータを表示します。

A 高機能設定レベルに移り、M[MODE] キーを何度か押して校正レ
ベル移行のパラメータを表示させます。

B S[SHIFT] キーを押して、SV 表示を点滅させます。

C U[UP]、S[SHIFT] キーで、パスワードを設定します。パス
ワードは「1201」(1201) です。

D M[MODE] キーを押し、パスワードを書き込みます。

校正レベル移行�

キャラクタ表示からモニタ状態に移行し�
た時、設定値は必ず『0』とする。�

（校正レベルへは移行しない）�
次のパラメータへ�

校正レベル� 設定値初期化�

パスワード不一致�

パスワード一致�

変更状態�

パスワードを設定。�
キーを使って�

cmov cmov0 0

u adj
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6-5

校正レベルでの操作 パラメータ操作手順

A 上記の手順に従って、校正設定レベル
に移ります。

･エージングタイマが表示されます。

･エージングタイマは 30 分のカウント
ダウンタイマで、0になるまでカウン
トします。

･ユーザ校正の履歴がある場合には、
校正記録マークが表示されます。

B エージングタイマが 0になるまでエー
ジングを実施します。(校正器が 30 分
より長いエージングを必要とするとき
には条件を満たすまでエージングを延
長します。)

･エージングタイマがカウントダウン
している途中でM[MODE]キーを押す
と、スキップして校正上限値のパラ
メータ表示に移ります。

C M[MODE] キーを押して校正上限値の
パラメータを表示させます。

･表示されるのは、現在の入力種別に
対応したパラメータです。入力種別
とパラメータの関係は次のページの
表をご覧ください。

･演算式に「A」を含まない場合は表示
が次のようになり、入力「B」に対す
る校正となります。

D 校正器で校正上限値に対応する基準信
号を与えます。

･必要な基準信号の値は、次のページ
の表をご覧ください。

E U[UP] キーを押します。

･基準信号の取り込み状態になり、
「T」が点滅をはじめます。

F 再度U[UP] キーを押し、校正上限値
を「仮登録」します。

･U[UP]キーのかわりにM[MODE]キー
を押すと、未登録のまま校正下限値
のパラメータ表示に移ります。

adj
30

「L u」を表示

L u

30

. adj

校正記録マーク

L u

adj
0

L u

M a4020
7f00

L u

baa20
7f00

L u

U 4000
7ef2

「T」が点滅

L u

U 4000
7ef2

「T」が点灯

L u
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●入力種別とパラメータ /基準信号

G D ～ Fの操作と同様に、校正下限値を
「仮登録」します。

･仮登録が終わると「登録」のための
パラメータ「str」が表示されま
す。

H S[SHIFT] キーを押して SV 表示を点
滅させます。

･変更状態になり、SV 表示が点滅をは
じめます。

I U[UP] キーで設定値を「yes」にしま
す。

J M[MODE] キーを押します。

･校正値が「登録」されます。

･ 2入力の場合は次に入力Bの校正を行
います。基準器を入力 B につなぎ、D
～ Jを繰り返します。

K 電源を再投入し動作チェックをしま
す。

入力 入力
種別

校正上限値 校正下限値

パラメータ 基準信号 パラメータ 基準信号

A

0-20mA,
4-20mA

aaa20 20.00mA aaa 4 4.00mA

0-5V,
1-5V

aaa 5 5.000V aaa 1 1.000V

± 5V aaa 5 5.000V aaa-5 -5.000V

± 10V aaa10 10.000V aaa:0 -10.000V

B

0-20mA,
4-20mA

baa20 20.00mA baa 4 4.00mA

0-5V,
1-5V

baa 5 5.000V baa 1 1.000V

± 5V baa 5 5.000V baa-5 -5.000V

± 10V baa10 10.000V baa:0 -10.000V

str
no

L u

S str
no

L u

U
yes

L u str
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第 7 章 トラブルシューティング

7.1 エラー表示について ................................... 7-2
7.2 トラブル対応 ......................................... 7-3
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第 7 章　トラブルシューティング

7-2

7.1 エラー表示について

※ 1 既に設定されているパラメータが全て工場出荷の内容に初期化されます。
初期化しても回復しない場合は修理が必要です。

※2 入力Aのみ、または入力Aと入力Bの両方で入力以上が発生している場合は「a. err」を表示します。
入力 Bでのみ入力異常が発生している場合は「b. err」を表示します。

PV 表示 SV 表示 異常の内容 対策

unit err 想定外のユニットが検出されました。 ユニットは形式により装着位置が決
められています。
ユニットの形式を確認し、指定の位
置に装着してください。

unit chg 新規にユニットを装着した場合や装着
位置を変更した場合、その後最初の電
源投入時に発生します。

L[LEVEL] キーを 3秒以上押して現在
のユニット構成を登録してください。

disp

※ 1

err 表示部が異常です。 修理が必要です。ご購入先または
弊社営業所までご連絡ください。

sys err 内部メモリが異常です。 修理が必要です。ご購入先または
弊社営業所までご連絡ください。

eep err 不揮発生メモリが異常です。 エラー表示状態の時にL[LEVEL]キー
を 3秒間押しつづけてください。
工場出荷状態に戻ります。
回復しない場合は修理が必要です。ご
購入先または弊社営業所までご連絡
ください。

a.err

または
b.err

※ 2

通常動作 K3HB-S の工場出荷状態では入力種別
として 4～ 20mA レンジが選択されて
います。購入後はじめて電源を投入す
るとき、電流入力端子に何も接続して
いない場合は、入力が 0mA なのでこの
状態になります。

初期設定レベルで、入力種別などを
アプリケーションに合わせて適切に
設定してください。

入力に異常があります。 電圧 /電流入力を速やかに計測可能
範囲内に戻してください。
各入力種別の計測可能範囲は以下の
とおりです。
0～ 20MA レンジ :-2 ～ 22mA
4 ～ 20MA レンジ :2 ～ 22mA
0 ～ 5V レンジ　:-0.5 ～ 5.5V
1 ～ 5V レンジ　:0.5 ～ 5.5V
± 5V　レンジ　:-5.5 ～ 5.5V
± 10V レンジ　:-11 ～ 11V

99999

または
:9999

で点滅

通常動作 入力値が範囲外であるか、スケーリン
グ後の計測値が 99999 ～ -19999 を超
えています。

入力を速やかに範囲内に戻してくだ
さい。

スケーリング値が不適切な値になっ
ている可能性があります。初期設定
レベルでスケーリング値を再度見直
してください。
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7.2 トラブル対応

7-3

7.2 トラブル対応

症状 点検内容 対策

U[UP]キーを押しても強制ゼロ

がかからない。

強制ゼロプロテクトをかけてい
ませか？

プロテクトレベルで、強制ゼロ
プロテクトを「許可」に設定し
てください。

電源投入直後から表示が
「-----」のまま動かない。

パラメータ「起動補償タイマ」
の設定値が長すぎませんか？

このパラメータの設定値を適切
な値にしてください。
形 K3HB-S では、99.9 秒まで起
動補償動作をさせることができ
ます。

HOLD 入力が ON になったままに
なっていませんか？

HOLD 入力を OFF にしてくださ
い。
HOLD 入力を ON にしたまま電源
を投入すると HOLD 入力が ON の
間表示は、「-----」から更新さ
れません。

計測値が正常範囲内に戻っても
比較出力がオフしない。

パラメータ「ヒステリシス」の
設定値が大きな値になっていま
せんか？

このパラメータの設定値を適切
な値に設定してください。

高機能に移れない プロテクトしていませんか？ 「5章 パラメータ設定に必要な
知識 ■レベルの移動 高機能設
定レベルへ」を参考にして、プ
ロテクトを解除してください。
→ P.5-2
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A-2

仕様

■ 定格

電源電圧 AC100 ～ 240V(50/60Hz)
AC(50/60Hz)/DC24V 

許容電源電圧範囲 定格電源電圧の 85 ～ 110%
消費電力 AC100 ～ 240V タイプ：18VA 以下、AC/DC24V タイプ：11VA/7W 以下
入力レンジ (計測範囲 ) 直流電圧 /電流 (0-20mA、4-20mA、0-5V、1-5V、± 5V、± 10V)2ch
入力インピーダンス 電流レンジ :120Ω以下、電圧レンジ :1MΩ以上
入力絶対最大定格 ± 31mA(4 ～ 20mA、0 ～ 20mA)

± 10V(1 ～ 5V、0 ～ 5V、± 5V
± 14.5V( ± 10V)

外部供給電源 DC12V ± 10% 80mA( 外部供給電源付きタイプのみ )

制御入力

タイミング入力

NPN オープンコレクタ　または無電圧接点信号
起動補償タイマ入力
ホールド入力
リセット入力
強制ゼロ入力
バンク入力 NPN オープンコレクタ　または無電圧接点信号

(バンク入力タイプのみ )
A/D 変換方式 逐次比較方式
出力定格 リレー出力 :AC250V/DC30V、5A( 抵抗負荷 )

機械的寿命 500 万回、電気的寿命 10 万回
トランジスタ出力 :最大負荷電圧 /DC24V、最大負荷電流 /50mA、

洩れ電流 /100μA 以下
表示方式 ・ネガタイプ LCD( バックライト LED) 表示

・7セグメントデジタル表示 (文字高さ　PV：14.2mm( 緑色 /赤色切
替 )、SV：4.9mm( 緑色 ))

その他の機能 スケーリング機能、2 入力演算機能、計測動作選択、平均化処理、前
回平均値比較、強制ゼロ、ゼロリミット、出力ヒステリシス、出力オ
フディレィ、出力テスト、ティーチング、表示値選択、表示色の切替、
キープロテクト、バンク切替、表示リフレッシュ周期、MAX/MIN ホー
ルド、リセット

使用周囲温度 -10 ～ +55 ℃ ( 但し氷結、結露のないこと )
使用周囲湿度 25 ～ 85％
保存温度 -25 ～ +65 ℃ ( 但し氷結、結露のないこと )
高度 2,000m 以下
付属品 フィクスチャー 2個、単位シール、取扱説明書
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■ 性能

サンプリング周期 1入力時 :0.5ms、2 入力時 :1ms
確度 1入力時 :± 0.1%FS ± 1digit 以下 (23 ± 5 ℃時 )

2 入力時 :± 0.2%FS ± 1digit 以下 (23 ± 5 ℃時 )
表示可能範囲 -19999 ～ 99999
比較出力応答時間
（トランジスタ出力）

1入力時 : OFF → ON　1ms、ON → OFF　1.5ms
2 入力時 : OFF → ON　2ms、ON → OFF　2.5ms

絶縁抵抗 20MΩ以上（DC500V メガにて）　
耐電圧 外部端子一括 -ケース間

AC2,300V 1min　外部端子一括 -ケース間
耐ノイズ AC100 ～ 240V タイプ :電源端子ノーマル /コモンモード ±1,500V

( 仕上がり 1ns の方形波、パルス幅 1μs/100ns)
AC/DC24V タイプ :電源端子ノーマル /コモンモード ±1,500V
( 仕上がり 1ns の方形波、パルス幅 1μs/100ns)

耐振動 振動数 :10 ～ 55Hz、加速度 :50m/s2　X,Y,Z 各方向 5min × 10 掃引
対衝撃 150m/s2( 但しリレー接点は 100m/s2)

3 軸 6 方向各 3回
本体質量 約 300g（本体のみ）

保護構造
全面 :NEMA4X 準拠 (IP66 相当）、リアケース :IP20、
端子部 :IP00+ フィンガープロテクト (VDE 0106/100)

メモリ保護 EEPROM( 不揮発性メモリ )書込回数 :10 万回
設置環境 過電圧カテゴリ 2、汚染度 2(IEC61010-1 による )
適合規格 UL3121-1、CSA C22.2 No.1010.1(UL にて評価 )

EN61010-01(IEC61010-1): 汚染度 2/ 過電圧カテゴリ 2
(TUV Product Serviceにて評価 )

EN61326:1997、A1:1998、A2:2001
EMC (EMI) EN61326+A1 工業用途

端子妨害波電圧 CISPR 11 Group 1,
Class A:cisprl16-1/-2

電磁放射妨害波 CISPR 11 Group 1,
Class A:cisprl16-1/-2

(EMS) EN61326+A1 工業用途
静電気放電（ESD) EN61000-4-3:4kV( 接触 )

:8kV( 気中 )
放射無線周波数電磁界 EN61000-4-3:10V/m 1kHz 正弦波振幅変調

(80MHz ～ 1GHz)
バースト EN61000-4-4:2kV( 電源線 )

:1kV(I/O 信号線 )
サージ EN61000-4-5:1kV 線間 (電源線 )

:2kV 大地間 (電源線 )
無線周波電動妨害 EN61000-4-6:3V(0.15 ～ 80MHz)
電圧ディップ短時間停電 EN61000-4-11:0.5 周期、0,180°、100%

( 定格電圧 )
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■ 入力性能

■ センサ用電源のディレーティング曲線 (参考値 )

※標準取りつけ状態の値です。ディレーティング曲線は取りつけ状態
　により異なりますのでご注意ください。

入力種別 設定範囲 指示範囲 確度

0-20 0 ～ 20mA -2 ～ 22mA

1 入力時 :± 0.1%FS ± 1digit 以下 (23 ± 5 ℃時 )
2 入力時 :± 0.2%FS ± 1digit 以下 (23 ± 5 ℃時 )

4-20 4 ～ 20mA 2 ～ 22mA
0-5 0 ～ 5V -0.5 ～ 5.5V
1-5 1 ～ 5V 0.5 ～ 5.5V
5 -5 ～ 5V -5.5 ～ 5.5V
10 -10 ～ 10V -11 ～ 11V

0

20

-20 -10 0 10 20 30 40 50 60
周囲温度(C)

40

60

80

100

120

140
最大電流(mA)
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形式基準

基本形式

入力仕様

補助出力と外部供給電源仕様

リレー/トランジスタ出力仕様

制御入力仕様

電源仕様

K3HB-SSD- □□□ □
① ② ③ ④ ⑤ ⑥

記号 シリーズ

K3HB デジタルパネルメータ
形 K3HB シリーズ

記号 入力仕様
SSD リニアセンサ入力

記号 補助出力と外部供給電源仕様

CPA リレー 1c 1 点、PASS、DC12V 80mA
A なし、、、、、、、、、、、、、、、、DC12V 80mA

記号 パルス出力仕様

なし なし
C1 リレー 1c 2 点 :H/L
C2 リレー 1a 4 点 :HH/H/L/LL
T1 NPN オープンコレクタ 5点 :HH/H/PASS/L/LL
T2 PNP オープンコレクタ 5点 :HH/H/PASS/L/LL

記号 制御入力仕様

なし なし
1 NPN オープンコレクタ 5点 (M3 端子台 )
2 NPN オープンコレクタ 8点

(10 ピン MIL コネクタ )
3 PNP オープンコレクタ 5点 (M3 端子台 )
4 PNP オープンコレクタ 8点

(10 ピン MIL コネクタ )

記号 電源電圧

AC100-240V AC100-240V
AC/DC 24V AC/DC 24V

manual.book  5 ページ  ２００３年７月７日　月曜日　午前１１時５３分



付�
�
録�

付録

A-6

パラメータリスト

設定値を記入してお使いください

レベル パラメータ名 パラメータ 設定範囲 初期値 単位 設定値

プロテクト
L p

運転 /調整プロテクト run.pt 0～ 2 0

設定レベルプロテクト set.pt 0～ 2 1

設定変更プロテクト wt.pt off、on off

強制ゼロプロテクト zr.pt off、on off

運転

計測値 - :9999～ 99999 －

計測値 /比較値 HH - :9999～ 99999 99999

計測値 /比較値 H - :9999～ 99999 99999

計測値 /比較値 L - :9999～ 99999 :9999

計測値 /比較値 LL - :9999～ 99999 :9999

調整
L a

バンク bank 0～ 7 0

初期設定
L 0

演算式 cal 0、1、2、3、4、5、6、7 0

入力種別 A in-ta 0-20、4-20、0-5、

1-5、5、10

4-20

スケーリング入力値 A1 inp. a1 :9999～ 99999 4. 000

スケーリング表示値 A1 dsp. a1 :9999～ 99999 4000

スケーリング入力値 A2 inp. a2 :9999～ 99999 20. 000

スケーリング表示値 A2 dsp. a2 :9999～ 99999 20000

入力種別 B in-tb 0-20、4-20、0-5、

1-5、5、10

4-20

スケーリング入力値 B1 inp.b1 :9999～ 99999 4. 000

スケーリング表示値 B1 dsp.b1 :9999～ 99999 4000

スケーリング入力値 B2 inp.b2 :9999～ 99999 20. 000

スケーリング表示値 B2 dsp.b2 :9999～ 99999 20000

定数 K k :9999～ 99999 0

小数点位置 dp , , , , ,、, , , , . ,、

, , , . , ,、, , . , , ,、

,.,,,,"

,,.,,,

比較出力パターン out-p nomal、zone、le?el nomal

高機能設定レベル移行 amo? :9999～ 99999 0
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入力調整
L1

タイミングホールド tmg-h nomal、s-h、p-h、

b-h、p-p

nomal

ON タイミングディレイ on-t 0～ 4999 0 ms

OFF タイミングディレイ off-t 0～ 4999 0 ms

ゼロリミット z-lim off、on off

ゼロリミット値 lim-p 0～ 99 0

跳び値 step off、2、5、10 off

平均種別 a?g-t smpl、mo?e smpl

平均回数 a?g-n 1、2、4、8、16、32、

64、128、256、512、

1024

1

表示調整
L 2

比較値表示 s?.dsp off、on off

表示リフレッシュ周期 d.ref off、*5、1、2、4 off s

表示色切替 color grn-r、grn、red-g、

red

grn-r

表示値選択 disp p?、max、min pv

表示自動復帰 ret 0～ 99 10 s

ポジションメータ種別 pos-t off、inc、inc-r、

de?、de?-r

inc

ポジションメータ上限値 pos-h :9999～ 99999 99999

ポジションメータ下限値 pos-l :9999～ 99999 :9999

レベル パラメータ名 パラメータ 設定範囲 初期値 単位 設定値
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比較値
L 4

比較値バンク s?.bnk 0～ 7 0

比較値 0HH s?0.hh :9999～ 99999 99999

比較値 0H s?0.h :9999～ 99999 99999

比較値 0L s?0.l :9999～ 99999 :9999

比較値 0LL s?0.ll :9999～ 99999 :9999

比較値 1HH s?1.hh :9999～ 99999 99999

比較値 1H s?1.h :9999～ 99999 99999

比較値 1L s?1.l :9999～ 99999 :9999

比較値 1LL s?1.ll :9999～ 99999 :9999

比較値 2HH s?2.hh :9999～ 99999 99999

比較値 2H s?2.h :9999～ 99999 99999

比較値 2L s?2.l :9999～ 99999 :9999

比較値 2LL s?2.ll :9999～ 99999 :9999

比較値 3HH s?3.hh :9999～ 99999 99999

比較値 3H s?3.h :9999～ 99999 99999

比較値 3L s?3.l :9999～ 99999 :9999

比較値 3LL s?3.ll :9999～ 99999 :9999

比較値 4HH s?4.hh :9999～ 99999 99999

比較値 4H s?4.h :9999～ 99999 99999

比較値 4L s?4.l :9999～ 99999 :9999

比較値 4LL s?4.ll :9999～ 99999 :9999

比較値 5HH s?5.hh :9999～ 99999 99999

比較値 5H s?5.h :9999～ 99999 99999

比較値 5L s?5.l :9999～ 99999 :9999

比較値 5LL s?5.ll :9999～ 99999 :9999

比較値 6HH s?6.hh :9999～ 99999 99999

比較値 6H s?6.h :9999～ 99999 99999

比較値 6L s?6.l :9999～ 99999 :9999

比較値 6LL s?6.ll :9999～ 99999 :9999

比較値 7HH s?7.hh :9999～ 99999 99999

比較値 7H s?7.h :9999～ 99999 99999

比較値 7L s?7.l :9999～ 99999 :9999

比較値 7LL s?7.ll :9999～ 99999 :9999

バンクコピー copy off、on off

出力テスト
L t

模擬入力 test off、:9999～ 99999 off

レベル パラメータ名 パラメータ 設定範囲 初期値 単位 設定値
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*1 機種により異なる

高機能設定
L f

設定値初期化 init off、on off

PASS 出力変更 pass ll、l、pass、h、hh、

err

pass

ヒステリシス hys 0～ 9999 1

出力オフディレイ off-d 0～ 1999 0 ms

ショット出力 shot 0～ 1999 0 ms

出力非励磁 out-n n-o、n-c n-o *1

出力更新停止 o-stp off、on off

ティアゼロ t-zr off、on off

ゼロトリミング z-trm off、on off

前回平均値比較 Hhp-f off、on off

バンク切替 bnk-c off、key、e? off

起動補償タイマ s-tmr *0～ 9)9 0. 0

入力異常時動作 s.err off、o?er、s.err s.err

校正レベル移行 cmo? :9999～ 99999 0

レベル パラメータ名 パラメータ 設定範囲 初期値 単位 設定値
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パラメータ表示条件

レベル�

プロテクト�

パラメータ�
ユニット�

入力� 出力�

初期設定�

運転�

調整�

入力調整�

表示調整�

比較値�

出力テスト�

高機能設定�

パラメータ名�

運転/調整プロテクト�
設定レベルプロテクト�
設定変更プロテクト�
強制ゼロプロテクト�

計測値�
計測値/比較値HH�
計測値/比較値H�
計測値/比較値L�
計測値/比較値LL�

バンク�
�

演算式�
入力種別A�

スケーリング入力値A1�
スケーリング表示値A1�
スケーリング入力値A2�
スケーリング表示値A2�

入力種別B�
スケーリング入力値B1�
スケーリング表示値B1�
スケーリング入力値B2�
スケーリング表示値B2�

定数K�
小数点位置�

比較出力パターン�
高機能設定レベル移行�
タイミングホールド�
ONタイミングディレイ�
OFFタイミングディレイ�

ゼロリミット�
ゼロリミット値�
跳び値�
平均種別�
平均回数�
比較値表示�

表示リフレッシュ周期�
表示色切替�
表示値選択�
表示自動復帰�

ポジションメータ種別�
ポジションメータ上限値�
ポジションメータ下限値�

比較値バンク�
比較値＊HH（＊:0～7）�

�
比較値＊H（＊:0～7）�

�
比較値＊L（＊:0～7）�

�
比較値＊LL（＊:0～7）�

�
バンクコピー�
模擬入力�

設定値初期化�
PASS出力変更�
ヒステリシス�

出力オフディレイ�
ショット出力�
出力非励磁�
出力更新停止�
ティアゼロ�

ゼロトリミング�
前回平均値比較�
バンク切替�

起動補償タイマ�
入力異常時動作�
校正レベル移行�

<1～4>

＊1

<C1> <C2> <T1～2> <CPA>
設定条件�

▲�
▲�
▲�
▲�
▲�
▲�

●�
●�
●�
●�
●�

●�
●�
●�
●�
●�

●�
●�
�

●�

●�

●�
▲�
▲�

●� ▲�●�

●� ●� ▲�●�

●�
�
�

▲�
�

▲�
�
�
�

●�
�
�
�

●�
●�
●�
●�
●�
�
�
�
�

●�

●�
▲�
�

▲�
�

▲�
�

▲�
�

●�
�
�
�

●�
●�
●�
●�
●�
�
�
�
�

●�

▲�
▲�
�

▲�
�

▲�
�

▲�
�

▲�
�
�

●�
▲�
●�
●�
●�
●�
�
�
�
�

▲�

●�
▲�
�

▲�
�

▲�
�

▲�
�

●�
�
�

●�
●�
●�
●�
●�
●�
�
�
�
�

●�

●�
▲�

PASS出力変更＝PASSまたはERR�
出力ユニットが<CPA>のみの場合、PASS出力変更＝HH�
出力ユニットが<CPA>のみの場合、PASS出力変更＝H�
出力ユニットが<CPA>のみの場合、PASS出力変更＝L�
出力ユニットが<CPA>のみの場合、PASS出力変更＝LL�
バンク切替＝KEY�
出力ユニットが<CPA>の場合、PASS出力変更≠PASSまたはERR�
�
演算式≠B�
演算式≠B�
演算式≠B�
演算式≠B�
演算式≠B�
演算式≠A、K-A�
演算式≠A、K-A�
演算式≠A、K-A�
演算式≠A、K-A�
演算式≠A、K-A�
演算式＝K-A、K-(A+B)�
�
出力ユニットが<CPA>の場合、PASS出力変更≠PASSまたはERR�
出力ユニットが<CPA>の場合、PASS出力変更≠PASSまたはERR�
�
タイミングホールド≠ノーマル�
タイミングホールド≠ノーマルまたはサンプリング�
�
ゼロリミット＝ON�
�
�
�
出力ユニットが<CPA>の場合、PASS出力変更≠PASSまたはERR�
�
�
�
�
�
ポジションメータ種別≠OFF�
ポジションメータ種別≠OFF�
出力ユニットが<CPA>の場合、PASS出力変更≠PASSまたはERR�
＊は0～7のうち比較値バンクで設定した値�
出力ユニットが<CPA>のみの場合、PASS出力変更HH�
＊は0～7のうち比較値バンクで設定した値�
出力ユニットが<CPA>のみの場合、PASS出力変更H�
＊は0～7のうち比較値バンクで設定した値�
出力ユニットが<CPA>のみの場合、PASS出力変更L�
＊は0～7のうち比較値バンクで設定した値�
出力ユニットが<CPA>のみの場合、PASS出力変更LL�
出力ユニットが<CPA>の場合、PASS出力変更≠PASSまたはERR�
�
�
�
出力ユニットが<CPA>の場合、PASS出力変更≠PASSまたはERR�
�
�
�
�
�
タイミングホールド＝サンプリング、ピーク、ボトム�
�
出力ユニットが<CPA>の場合、PASS出力変更≠PASSまたはERR

<1～4> 　   イベント入力�
<C1>　　   リレー出力(H/L)�
<C2>  　　 リレー出力(HH/H/L/LL)�
<T1～2> 　トランジスタ出力�
<CPA>　　 PASS出力�

部はユニット構成や設定により非表示（他は常時表示 ）�
ユニットがあれば表示�
ユニットがあり、かつ設定条件を満たしていれば表示�
�

●�

●�
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パラメータについて

RUN.PT:�
運転/調整プロテクト�
0～2

SET.PT:�
設定レベルプロテクト�
0～2

WT.PT:�
設定変更プロテクト�
OFF,ON

ZR.PT:�
強制ゼロプロテクト�
OFF,ON

計測値�
比較値HH�
-19999～99999

計測値�
比較値LL�
-19999～99999

計測値�
比較値L�
-19999～99999

計測値�
比較値H�
-19999～99999

BANK:バンク�
0～7

INIT:設定値初期化�
OFF,ON

PASS:PASS出力変更�
LL,L,PASS,H,HH,ERR

HYS:ヒステリシス�
0～9999

OFF-D:出力オフディレイ�
0～1999

SHOT:ショット出力�
0～1999

OUT-N:出力非励磁�
N-O,N-C

O-STP:出力更新停止�
OFF,ON�
�

T-ZR:ティアゼロ�
OFF,ON

Z-TRM:ゼロトリミング�
OFF,ON

HP-F:前回平均値比較�
OFF,ON

BNK-C:バンク切替�
OFF,KEY,EV

S-TMR:起動補償タイマ�
0.0～99.9

S.ERR:入力異常時動作�
OFF,OVER,S.ERR

CMOV:校正レベル移行�
-19999～99999

電源投入�
計測開始�計測停止�

初期設定�
レベルへ�

プロテクトレベル�

運転レベル�

調整レベル�

高機能設定レベル�

初期設定�
レベルへ�

�

：機種・設定に関わらず、必ず表示されます。�

：機種・設定により表示されない場合があります。�

パラメータ表示について�

操作中にわからなくなったら（プロテクトレベルを除く）�
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cal

inp.a1

in-tb

20000

20.000

0

4-20

4000

4.000

M

M

M

M

M
MODE

M

M

M

in-ta

4.000

M

M

M

20.000

M

k

dp
,,.,,,

0

M

M

amov

nomal

0

M

out-p

20000

CAL:演算式�
A,B,K-A,A+B,A-B,K-(A+B),�
B/A×10000,(B/A-1)×10000

DSP.A2:�
スケーリング表示値A2�
-19999～99999

IN-TB:入力種別B�
0～20mA,4～20mA,�
0～5V,1～5V,±5V,±10

IN-TA:入力種別A�
0～20mA,4～20mA,�
0～5V,1～5V,±5V,±10

INP.A1:�
スケーリング入力値A1�
-19999～99999

INP.A2:�
スケーリング入力値A2�
-19999～99999

INP.B1:�
スケーリング入力値B1�
-19999～99999

DSP.B1:�
スケーリング表示値B1�
-19999～99999

INP.B2:�
スケーリング入力値B2�
-19999～99999

K:定数K�
-19999～99999

DP:小数点位置�
0～4

OUT-P:比較出力パターン�
標準出力,ゾーン出力,�
レベル出力�
�
AMOV:�
高機能設定レベル移行�
-19999～99999�
�

4-20

dsp.a1

inp.a2

dsp.a2

DSP.A1:�
スケーリング表示値A1�
-19999～99999

inp.b1

dsp.b1

inp.b2

dsp.b2

4000

DSP.B2:�
スケーリング表示値B2�
-19999～99999

tmg-h

off-t

z-lim

lim-p

avg-t

avg-n

smpl

0

0

nomal

1

off

0

M

M

M

M

M

M

on-t

TMG-H:�
タイミングホールド�

ON-T:�
ONタイミングディレイ�
0～4999

OFF-T:�
OFFタイミングディレイ�
0～4999

Z-LIM:ゼロリミット�
OFF/ON

LIM-P:ゼロリミット値�
0～99

AVG-T:平均種別�
単純平均,移動平均�

step
off

M

STEP:飛び値�
OFF,2,5,10

AVG-N:平均回数�
1,2,4,8,16,32,64,�
128,512,1024回�

ノーマル,サンプリング,�
ピーク,ボトム,ピークtoピーク�

M
MODE

sv.dsp

color

disp

ret

pos-t

pos-h

inc

10

off

off

99999

pv

grn-r

M

M

M

M

M

M

d.ref

SV.DSP:比較値表示�
OFF,ON

D.REF:�
表示リフレッシュ周期�
OFF,0.5s,1s,2s,4s

COLOR:表示色切替�
緑(赤),緑,赤(緑),赤�

DISP:表示値選択�
PV,MAX,MIN

RET:表示自動復帰�
0～99

POS-T:�
ポジションメータ種別�
OFF,増加,増加(反転),�
偏差,偏差(反転)

POS-H:�
ポジションメータ上限値�
-19999～99999

�

�

pos-l
-19999

POS-L:�
ポジションメータ下限値�
-19999～99999

M

M
MODE

test

高機能設定�
レベルへ�

初期設定�
レベルへ�

初期設定レベル� 入力調整レベル�

表示調整レベル�

比較値レベル�

出力テストレベル�

off

TEST:模擬入力�
-19999～99999

2

7

sv.bnk
0

1

SV.BNK:比較値バンク�
   0

sv0.h

-19999

-19999

99999

M

M

M

M

M

sv0.hh
SV0.HH:�
比較値0.HH�
-19999～99999

SV0.H:�
比較値0.H�
-19999～99999

SV0.LL:�
比較値0.LL�
-19999～99999

99999

sv0.l

sv0.ll

-off

COPY:�
バンクコピー�
OFF,ON

copy
-off

COPY:�
バンクコピー�
OFF,ON

copy

SV0.L:�
比較値0.L�
-19999～99999

M
MODE

U
UP

sv7.h

-19999

-19999

99999

M

M

M

M

M

sv7.hh
99999

sv7.l

sv7.ll

M
MODE

　 L　�
 LEVEL　�
1秒以上

パスワード : -0169

　 L　�
 LEVEL　�
1秒未満

　 L　�
 LEVEL　�
1秒未満

　 L　�
 LEVEL　�
1秒未満

　 L　�
 LEVEL　�
1秒未満

　 L　�
 LEVEL　�
1秒未満

計測開始�計測開始�

L 0 L 1

L 

L 4

L 2

＊バンク切替[bnk-c]が�
　OFF以外のとき表示します。�

*

* 出荷時の初期状態では表示されません。�
  設定レベルプロテクトを「0」に変更してください。�
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サンプリングおよび比較出力応答時間

形K3HB-Sのサンプリングおよび比較出力応答時間は、演算式やタイミ
ングホールドの種類、単純平均の場合、平均回数の設定によって変化
します。以下の説明を参考にしてください。

■ 出力更新周期
形K3HB-Sは、入力取り込み、演算処理、判定出力の処理を繰り返して
動作しています。出力更新周期は 1 入力の場合と 2 入力の場合で異な
り次の通りとなります。

入力A�
または�
入力B

入力�

0.5ms 0.5ms 0.5ms

入力�入力�入力�入力�

入力取込み�

0.5msごと�

●2入力の場合�

0.5msごと�

●1入力の場合�

出力更新�

出力� 出力� 出力� 出力� 出力�

入力�

�

入力A
入力B

入力�

0.5ms 0.5ms 0.5mｓ�

入力�入力�入力�入力�

出力� 出力� 出力� 出力� 出力�出力�

入力� 入力�

入力取込み�
入力B : 1msごと�

入力A : 1msごと�

出力更新�

�

0.5msごと�
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■ 出力応答時間
比較出力の応答時間は、データ処理時間に出力 ( リレーまたはトラン
ジスタ )の応答時間を加えたものが比較出力応答時間となります。

(注 1)

トランジスタ出力の場合
1入力時 :OFF → ON　1ms、ON → OFF　1.5ms
2 入力時 :OFF → ON　2ms、ON → OFF　2.5ms

リレー出力の場合
トランジスタ出力の応答時間にリレー動作時間 10ms が加わります

■ 動作タイミング例
例 (1)
下表のような設定をした場
合、右図のタイミングで動作
します。

例 (2)
下表のような設定をした場
合、右図のタイミングで動作
します。

0.5ms 0.5ms 0.5ms

出力の応答時間�
（注１）�

●2入力の場合�

●1入力の場合�

データ処理時間�

0.5ms 0.5ms 0.5mｓ� 0.5ms

R

R R RR

R R R

出力の応答時間�
（注１）�

データ処理時間�

R

演算式 A
タイミングホール
ドモード

ノーマル

平均回数 (n) 1 回

入力� 入力�入力�入力�入力�

比較出力応答時間�0.5ms＋出力の応答時間（注１）�

0.5

出力� 出力� 出力� 出力� 出力�

入力�

出力�

0.5 0.5 0.5 0.5

演算式 A+B
タイミングホール
ドモード

ノーマル

平均回数 (n) 1 回

入力A
入力B

入力� 入力�入力�入力�入力�

出力� 出力� 出力� 出力� 出力�出力�

入力� 入力�

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

※0.5msごとの出力は入力Aまたは入力Bいずれかの入力変化に対応�
　した比較出力となります。2入力両方の入力変化が比較出力に反映�
　されるのは1msごととなります。�

比較出力応答時間�0.5ms＋出力の応答時間（注１）�
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例 (3)
下表のような設定をした場
合、右図のタイミングで動作
します。

例 (4)
下表のような設定をした場
合、右図のタイミングで動作
します。

例 (5)
下表のような設定をした場
合、右図のタイミングで動作
します。

演算式 A+B
タイミングホールド
モード

ノーマル

平均回数 (n) 8 回
単純平均

入力A
入力B

入力� 入力�入力�入力�入力�

出力�

入力�

出力�

入力�

0.5 0.50.5 0.5

0.5ms × M（平均回数）�

0.5 0.5 0.5

比較出力応答時間�

単純平均において�
平均回数を8回とした時、入力Aは4回、入力Bは4回の合計8回の�
入力取り込みの平均値に適する比較出力を出力します。�

4ms＋出力の応答時間（注１）�
= 0.5ms × M（平均回数）＋出力の応答時間（注１）�

入力�入力� 入力�入力� 入力�

0.5 0.5 0.50.5

演算式 A
タイミングホールド
モード

サンプリン
グホールド

平均回数 (n) 1 回

入力�

出力�

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

タイミング入力受付�

0.5～1.0ms　タイミング入力処理時間�

1.0～1.5ms

0.5ms以上�

比較出力応対時間�

次のタイミング入力受付有効�

1.0～1.5ms＋出力の応答時間（注１）�

演算式 A+B
タイミングホールド
モード

ピーク
ホールド

平均回数 (n) 1 回

入力�

入力B
入力A

出力�

入力�入力� 入力� 入力�

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

タイミング入力�

タイミング入力処理�
0.5～1.0ms

比較出力応対時間�

次のタイミング入力�
受付有効�

0.5ms未満＋出力の応答時間（注１）�

0.5ms未満�
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■ タイミング信号とリセット /ホールド信号との関係
タイミングホールドがノーマル以外の場合、各信号の入力タイミングによって、計測が行われるか行
われるかどうかを以下に示します。

●タイミング信号とリセット信号

●タイミング信号とホールド信号

TIMING

RESET

サンプリング� 計測 → 未計測�計測 → 未計測�

計測中断� 計測中断� 計測中断� 計測中断�

計測不可�計測不可�

その他�

TIMING

HOLD

計測 計測�サンプリング�

計測�

計測不可�計測�

計測� 計測�

TIMING

HOLD

その他� 計測 計測�

計測期間�

計測不可�計測�

計測期間� 計測期間�
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未計測状態について

未計測値が確定していない状態を未計測状態と呼びます。未計測状態
になると PV 表示が「-----」になり、出力が全て OFF します。

未計測状態になるのは以下の場合です。

･電源投入直後

･プロテクトと調整レベルを除く他のレベルから、運転レベルに
戻った直後

･リセット信号を ON している時

･◇ [MAX/MIN] キーを 1秒以上押した時

･起動時補償タイマ動作中

※未計測状態でホールド信号をONすると、未計測状態を保持します。

MAX/MIN LEVELMAX/MIN MODE SHIFT UP

88888

-----
Max
Min
B

L

HH

H

P

L

LL
T-ZR   CMW
Zero    Hold

TG       HH        H

 T         LL         L 

8

・PV表示「-----」�
・出力全てOFF
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